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●広告のお問い合わせ先 （株）キョウエイアドインターナショナル l03-5860-9468 ※広告内容など府が推奨するものではありません 

舞鶴市：（公社）舞鶴市SC l0773-64-3233　　
亀岡市：（公社）亀岡市SC l0771-24-7423　　
長岡京市： （有）フィード・インフォメーションl075-275-4441
久御山町：（公社）久御山町SC l075-633-5500
宇治田原町：宇治田原町SC l0774-88-4333
木津川市：（公社）木津川市SC l0774-72-6690

綾部市：（公社）綾部市SC l0773-42-9030
向日市：（公社）向日市SC l075-932-3987
宇治市：読売中央販売（株）l06-6315-5751
城陽市：（公社）城陽市SC l0774-52-9486
精華町：（公社）精華町SC l0774-98-0510

福知山市：（公社）福知山市SC l0773-23-7677
 京都市：（株）日本情報サービス l075-644-9573

大山崎町：（公社）大山崎町SC l075-956-7561
八幡市：（公社）八幡市SC l075-983-0822
京田辺市：（公社）京田辺市SC l0774-64-8822
その他：（株）京都新聞折込サービスセンターl075-257-3100 ※紙面上、シルバー人材センターを

　SCと表記しています。

京都府の人口 2,550,066人 （男 ：1,217,217人　女 ：1,332,849人）　　世帯数  1,206,274世帯   （令和4年11月1日現在） 

賞品に野菜などは
含まれません

1月15日(日)消印有効締め切り

応募フォーム  府のHPからアクセスしてください
携帯・スマホからの応募はこちらから

はがき・メール  下記の7項目を記入し、ご応募ください
① クロスワードの答え　② 郵便番号　③ 住所　④ 氏名　⑤ 年齢
⑥ 電話番号　⑦ 今月号をきっかけに行動した・しようと思っていること
〒602-8570 府広報課「クイズ」係 ※宛先住所は不要です

京都肉 （520g）
豊かな自然の中で育て上げた京都肉。赤身でやわらかいモモ肉を、しゃぶ
しゃぶ用に仕上げました。味わい深い京都肉のうま味をお楽しみください。

 クロスワードクイズを解き、
答えを完成させてください

nkoho@pref.kyoto.lg.jp

正解者の
中から抽選で

15人
1月のプレゼント

応募方法

※記入漏れ・判読不明などがある場合は無効となりますのでご注意ください
※個人情報は賞品の発送のみに使用します
　（府から住所などを問い合わせることはありません）
※当選者の発表は、賞品の発送をもって代えさせていただきます
※頂いたコメントを匿名で掲載させていただく場合があります
※先月号の答えは「500」。11月号の応募総数は4,892通でした

【ヨコのカギ】
① 春の七草「すずな」って何のこと？
③ 京都丹後鉄道のカフェ列車の名前は
　 「丹後○○まつ号」
⑤ テレビのチャンネルを頻繁に変えること
⑥ 1センチの10分の1は1○○
⑦ 将棋の駒のうち、一つ間を隔てた
　 斜め前方の左右へ飛ぶもの
⑨ 枯山水の石庭で有名な○○○○○寺
【タテのカギ】
① 屋根の上に取り付けられ風向きが分かります
② 理科の分野の一つ
③ 特に野球の審判をこう呼びます 
④ ベッド、タンス、テーブルなど
⑦ めったにないこと、珍しいこと
⑧ 一、十、百、千に続きます

①
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答え
A B C D Ｅ に登録！

京料理が
国の登録無形

「

」
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点字版、文字拡大版、音声版を
ご希望の方はご連絡ください。

本紙の内容を府HP
でも公開しています。

毎月1日発行［配布期間：12月26日（月）～1月1日（日・祝）］

府警あんぜん広場
文化庁が
京都にやって来る！
暮らしガイド 
KYOTO Information

クローズアップ京都府

令和4年の
府政ダイジェスト

【総合お問い合わせ窓口】　府民総合案内・相談センター〒６０２-８５７０ 京都市上京区下立売通新町西入
l 075-411-5000  m 075-411-5001  n 411-5000@pref.kyoto.lg.jp  府民サービス･ナビ  o http://navi.pref.kyoto.lg.jp

令和5年 年頭のごあいさつ
京都府知事 西脇隆俊、京都府議会議長 菅谷寛志

題字：京都府知事 西脇 隆俊

未来を明るく、
スポーツの力で

新春対談

京都府知事 西脇 隆俊　×　元プロ野球選手 糸井 嘉男 氏

新型コロナウイルス感染症情報

基本的な感染防止対策と
積極的なワクチン接種を！ 京都府新型コロナワクチン　

接種情報サイトはコチラ▶



令和5年 年頭のごあいさつ

京都府知事京都府議会議長 

　
令
和
５
年
の
年
頭
に
当
た
り
、府
民
の
皆
さ
ま
に
謹
ん
で
新
年
の
お
祝
い
を

申
し
上
げ
ま
す
。皆
さ
ま
に
は
、晴
れ
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、心
か
ら

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
年
明
け
早
々
に「
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
」が
適
用
さ
れ
、夏
に
は
類

を
見
な
い
ほ
ど
の
感
染
拡
大
が
あ
る
な
ど
、令
和
２
年
、３
年
に
引
き
続
き
、新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
大
き
く
受
け
た
一
年
と
な
り
ま
し
た
。ま
た
ロ

シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
や
、原
油
価
格
・
物
価
の
高
騰
、歴
史
的
な
円
安
な

ど
、国
際
情
勢
が
大
き
く
変
化
す
る
中
で
、私
た
ち
の
社
会・生
活
も
厳
し
い
状
況

に
直
面
い
た
し
ま
し
た
。

　
一
方
、各
地
で
お
祭
り
や
行
催
事
が
再
開
さ
れ
、こ
こ
京
都
に
お
き
ま
し
て
も

祇
園
祭
の
山
鉾
巡
行
が
３
年
ぶ
り
に
行
わ
れ
る
な
ど
、コ
ロ
ナ
禍
前
の
に
ぎ
わ
い
を

少
し
取
り
戻
し
た
一
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
間
、京
都
府
議
会
に
お
き
ま
し
て
も
、高
齢
者
施
設
な
ど
への
医
療
提
供
体
制

の
強
化
や
、原
油
価
格・物
価
の
高
騰
等
に
対
す
る
緊
急
対
策
な
ど
時
宜
に
か
な
っ

た
施
策
が
着
実
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
審
議
を
尽
く
し
、意
思
決
定
を
行
う
と
と
も

に
、私
た
ち
に
さ
ま
ざ
ま
な
恵
み
を
も
た
ら
す
府
内
の
森
林
を
次
世
代
に
継
承
し

て
い
く
た
め
、「
京
都
府
府
内
産
木
材
の
利
用
等
の
促
進
に
関
す
る
条
例
」を
議
員

の
発
案
に
よ
り
、３
月
に
制
定
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
引
き
続
き
、全
て
の
府
民
の
皆
さ
ま
に
とって
、よ
り
豊
か
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
て
、さ
ら
に
創
意
工
夫
を
重
ね
、そ
の
信
頼
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、全
力
を

尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
と
も
皆
さ
ま
の
貴
重
な
お
声
を
私
ど
も
府
議
会

議
員
に
お
寄
せ
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
今
年
の
干
支
は
卯
で
す
。う
さ
ぎ
は
そ
の
飛
び
跳
ね
る
姿
か
ら
、「
跳
躍
」、「
向
上
」

を
象
徴
す
る
も
の
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。こ
れ
ま
で
の
卯
年
を
振
り
返
り
ま
す
と

白
熱
電
球
や
動
力
飛
行
な
ど
現
代
社
会
に
お
い
て
必
要
不
可
欠
な
技
術
の
礎
が

発
明
さ
れ
た
年
に
当
た
り
ま
す
。今
年
は「
空
飛
ぶ
ク
ル
マ
」の
国
内
初
の
有
人
で
の

実
証
飛
行
が
予
定
さ
れ
る
な
ど
、ま
た
新
た
な
技
術
の
開
発
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
年
が
、私
た
ち
の
未
来
を
拓
く
素
晴
ら
し
い
一
年
と
な
る
と
と
も
に
、皆
さ
ま

に
と
っ
て
、大
き
く
飛
躍
あ
る
一
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上

げ
、新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

さらなる飛躍の一年に

つ
つ
し

ひ
ら

い
し
ず
え

じ

ぎ

え

と

よ
ろ
こ

う
さ
ぎ

令
和
4
年
の 

府
政
ダ
イ
ジ
ェス
ト

一
般
府
道
郷
ノ
口
余
部
線 

宇
津
根
橋
が
開
通（
23
日
）

府
民
交
流
フ
ェ
ス
タ
を
開
催

（
3
日
）

京
都
府ｰ

エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
市

友
好
提
携
25
周
年
記
念

事
業
を
開
催（
23
日
）

京
都
府
立
医
科
大
学

創
立
1
5
0
周
年
記
念
W
E
E
K

を
開
催（
3
〜
5
日
）

伝
産
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
新
拠
点

「
Ky
o‐Densan‐B
iz
」を

開
設（
1
日
）

第
13
回
K
Y
O
T
O
地
球
環
境

の
殿
堂
表
彰
式
を
開
催（
14
日
）

「
京
料
理
」が
登
録
無
形
文
化
財

に
登
録（
17
日
）

第
76
回
全
国
お
茶
ま
つ
り
京
都

大
会
を
開
催（
19
日
、20
日
）

「
実
践
！

換
気
対
策

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」

を
作
成

京
都
府
健
康
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

セ
ン
タ
ー
を
開
設（
26
日
）

W
E 

ラ
ブ
赤

ち
ゃ
ん
プ
ロ
ジェ

ク
ト
の
府
全
域

展
開
を
開
始

い
ろ
は
呑
龍
ト
ン
ネ
ル 

南
幹

線・呑
龍
ポ
ン
プ
場
の
供
用
を

開
始（
21
日
）

京
都
府
立
農
芸
高
等
学
校
が

農
場
H
A
C
C
P
認
証
を
取
得

（
17
日
）

京
都
府
開
庁

記
念
日
記
念

式
典
を
開
催

（
17
日
）

京
都
府
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
推
進

機
構
を
設
立（
28
日
）

令
和
４
年
度
京
都
府
総
合

防
災
訓
練
を
実
施（
4
日
）

京
都
府
女
性
つ
な

が
り
サ
ポ
ー
ト
事

業
チ
ャ
ッ
ト
相
談

窓
口「
こ
こ
は
な
」

を
開
設（
1
日
）

原
油
価
格･

物
価
高
騰
等

小
規
模
事
業
緊
急
支
援
を
実
施

A
L
L 

K
Y
O
T
O 

F
E
S 

ー
京
都
と
つ
な
が
る
1
日
ー
を

開
催（
11
日
）

サ
ン
ガ
ス
タ
ジ
ア
ム 

ｂ
ｙ

K
Y
O
C
E
R
A
が「
多
様
な

世
代
が
集
う
交
流
拠
点
と
し
て

の
ス
タ
ジ
ア
ム・ア
リ
ー
ナ
」に

選
定（
26
日
）

京
都
府
立
井

手
や
ま
ぶ
き

支
援
学
校
を

開
校（
1
日
）

京
都
府
デ
ジ
タ
ル
学
習
支
援

セ
ン
タ
ー
を
開
設（
1
日
）

京
都
府
医
療

的
ケ
ア
児
等

支
援
セ
ン
タ
ー

「
こ
と
の
わ
」を

開
設（
25
日
）

京
都
府
ヤ
ン

グ
ケ
ア
ラ
ー

総
合
支
援
セ
ン

タ
ー
を
開
設

（
28
日
）

ロ
ボ
カ
ッ
プ
ジ
ュニ
ア・

ジ
ャ
パ
ン
オ
ー
プ
ン
2
0
2
2

け
い
は
ん
な
を
開
催（
23
日
）

西
脇
府
政
２
期
目
ス
タ
ー
ト

（
18
日
）

ア
ー
ト
＆
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・

ヴ
ィ
レ
ッ
ジ（
仮
称
）の

施
設
整
備
工
事
に
着
手

京
都
デ
ジ
タ
ル
人
材
創
造

W
E
B
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

（
京
デ
ジ
ぷ
ら
っ
と
）を

開
設（
7
日
）

新
行
政
棟・文
化
庁
移
転
施
設

を
竣
工

京
都
府
総
合
計
画
を
改
定

経
ケ
岬
灯
台
を
重
要
文
化
財

に
指
定
す
る
よ
う
答
申（
12
日
）

京
都
舞
鶴
港
が「
み
な
と
オ
ア

シ
ス
」に
登
録（
15
日
）

危
機
克
服
対
応
ビ
ジ
ネ
ス

創
出
支
援
事
業
補
助
金
を

創
設（
11
日
）

キ
ョ
ウ

き
ょ
う
が
み
さ
き

デ
ン
サ
ン

ビ
ズ

1月5月 3月4月6月

※12月8日時点の情報に基づいて掲載しています

ご
う

ど
んハ

サ
ッ
プ

り
ゅ
う

の
く
ち
あ
ま
る
べ

京
都
府
地
域
共
創
大
学

連
携
会
議
を
設
立（
26
日
）

移
住
婚
や
ス
ポ
ー
ツ
婚
の

ほ
か
、歴
史･

文
化

な
ど
と
連
携
し
た

多
様
な
婚
活

イ
ベ
ン
ト
を

開
催（
通
年
）

9月10月 7月8月

まい

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。府
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

つ
つ
が
な
く
新
し
い
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
と
の
闘
い
も
3
年
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。長
き
に
わ
た
り
感

染
防
止
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
皆
さ
ま
、そ
し
て
、医
療
従
事
者

を
は
じ
め
関
係
の
皆
さ
ま
に
、心
か
ら
感
謝
と
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　
昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
拡
大
に
加
え
、ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
や
世
界

的
な
物
価
高
、さ
ら
に
記
録
的
な
円
安
な
ど
に
見
舞
わ
れ
、今
も
社
会
生
活
へ
の

甚
大
な
影
響
が
続
い
て
い
ま
す
。こ
う
し
た
情
勢
の
中
で
も
安
心
し
て
豊
か
に
暮

ら
し
、将
来
に
向
か
っ
て
夢
を
抱
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、「
あ
た
た
か
い
京
都
づ
く

り
」を
進
め
て
い
く
こ
と
を
決
意
し
、総
合
計
画
を
１
年
前
倒
し
し
て
改
定
し
ま

し
た
。同
計
画
に
基
づ
く
施
策
を
令
和
5
年
度
当
初
予
算
に
盛
り
込
み
ま
す
。

　「
時
が
物
事
を
変
え
る
と
人
は
言
う
が
、実
際
は
自
分
で
変
え
ね
ば
な
ら
な
い

〜They alw
ays say that tim

e changes things, but you actually have 

to change them
 yourself

〜
」。こ
れ
は
米
国
の
芸
術
家
ア
ン
デ
ィ・ウ
ォ
ー
ホ
ル

の
言
葉
で
す
。今
年
3
月
、い
よ
い
よ
文
化
庁
が
京
都
で
業
務
を
開
始
し
、明
治
維

新
以
来
初
の
中
央
省
庁
移
転
が
実
現
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。彼
が
言
う
よ
う

に
、こ
の
歴
史
的
な
出
来
事
が
私
た
ち
に
何
を
も
た
ら
す
か
で
は
な
く
、私
た
ち
が
こ

の
機
会
を
ど
う
活
か
し
て
い
く
か
が
問
わ
れ
ま
す
。「
文
化
の
都
・
京
都
」の
実
現
に

向
け
、国
と
地
方
が
連
携
し
て
日
本
各
地
の
文
化
に
光
を
当
て
、世
界
へ
発
信
し
、こ

こ
京
都
か
ら
新
た
な
文
化
の
潮
流
を
起
こ
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
他
、「
社
会
で
子
ど
も
を
育
て
る
京
都
」の
実
現
に
向
け
、子
育
て
環
境
日

本
一
の
取
り
組
み
を
進
化
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。ま
た
、京
都
の
強
み
で
あ
る
大

学
の「
知
」と
学
生
の「
力
」を
積
極
的
に
地
域
や
企
業
に
取
り
入
れ
、京
都
の
活

力
を
生
み
出
し
て
ま
い
り
ま
す
。そ
し
て
新
名
神
高
速
道
路
開
通
や
、大
阪
・
関

西
万
博
開
催
な
ど
の
好
機
を
活
か
し
、京
都
の
発
展
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
今
年
は
卯
年
で
す
。そ
の
愛
ら
し
い
姿
と
温
厚
な
性
質
で「
家
内
安
全
」を
、

跳
躍
す
る
姿
で「
飛
躍
」を
象
徴
す
る
ウ
サ
ギ
の
年
に
ふ
さ
わ
し
く
、皆
さ
ま
と
共

に「
あ
た
た
か
い
京
都
づ
く
り
」へ
邁
進
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

　
今
年
一
年
の
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、新
年

の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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令和5年 年頭のごあいさつ

京都府知事京都府議会議長 

　
令
和
５
年
の
年
頭
に
当
た
り
、府
民
の
皆
さ
ま
に
謹
ん
で
新
年
の
お
祝
い
を

申
し
上
げ
ま
す
。皆
さ
ま
に
は
、晴
れ
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、心
か
ら

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
年
明
け
早
々
に「
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
」が
適
用
さ
れ
、夏
に
は
類

を
見
な
い
ほ
ど
の
感
染
拡
大
が
あ
る
な
ど
、令
和
２
年
、３
年
に
引
き
続
き
、新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
大
き
く
受
け
た
一
年
と
な
り
ま
し
た
。ま
た
ロ

シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
や
、原
油
価
格
・
物
価
の
高
騰
、歴
史
的
な
円
安
な

ど
、国
際
情
勢
が
大
き
く
変
化
す
る
中
で
、私
た
ち
の
社
会・生
活
も
厳
し
い
状
況

に
直
面
い
た
し
ま
し
た
。

　
一
方
、各
地
で
お
祭
り
や
行
催
事
が
再
開
さ
れ
、こ
こ
京
都
に
お
き
ま
し
て
も

祇
園
祭
の
山
鉾
巡
行
が
３
年
ぶ
り
に
行
わ
れ
る
な
ど
、コ
ロ
ナ
禍
前
の
に
ぎ
わ
い
を

少
し
取
り
戻
し
た
一
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
間
、京
都
府
議
会
に
お
き
ま
し
て
も
、高
齢
者
施
設
な
ど
への
医
療
提
供
体
制

の
強
化
や
、原
油
価
格・物
価
の
高
騰
等
に
対
す
る
緊
急
対
策
な
ど
時
宜
に
か
な
っ

た
施
策
が
着
実
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
審
議
を
尽
く
し
、意
思
決
定
を
行
う
と
と
も

に
、私
た
ち
に
さ
ま
ざ
ま
な
恵
み
を
も
た
ら
す
府
内
の
森
林
を
次
世
代
に
継
承
し

て
い
く
た
め
、「
京
都
府
府
内
産
木
材
の
利
用
等
の
促
進
に
関
す
る
条
例
」を
議
員

の
発
案
に
よ
り
、３
月
に
制
定
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
引
き
続
き
、全
て
の
府
民
の
皆
さ
ま
に
とって
、よ
り
豊
か
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
て
、さ
ら
に
創
意
工
夫
を
重
ね
、そ
の
信
頼
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、全
力
を

尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
と
も
皆
さ
ま
の
貴
重
な
お
声
を
私
ど
も
府
議
会

議
員
に
お
寄
せ
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
今
年
の
干
支
は
卯
で
す
。う
さ
ぎ
は
そ
の
飛
び
跳
ね
る
姿
か
ら
、「
跳
躍
」、「
向
上
」

を
象
徴
す
る
も
の
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。こ
れ
ま
で
の
卯
年
を
振
り
返
り
ま
す
と

白
熱
電
球
や
動
力
飛
行
な
ど
現
代
社
会
に
お
い
て
必
要
不
可
欠
な
技
術
の
礎
が

発
明
さ
れ
た
年
に
当
た
り
ま
す
。今
年
は「
空
飛
ぶ
ク
ル
マ
」の
国
内
初
の
有
人
で
の

実
証
飛
行
が
予
定
さ
れ
る
な
ど
、ま
た
新
た
な
技
術
の
開
発
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
年
が
、私
た
ち
の
未
来
を
拓
く
素
晴
ら
し
い
一
年
と
な
る
と
と
も
に
、皆
さ
ま

に
と
っ
て
、大
き
く
飛
躍
あ
る
一
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上

げ
、新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

さらなる飛躍の一年に

つ
つ
し

ひ
ら

い
し
ず
え

じ

ぎ

え

と

よ
ろ
こ

う
さ
ぎ

令
和
4
年
の 

府
政
ダ
イ
ジ
ェス
ト

一
般
府
道
郷
ノ
口
余
部
線 

宇
津
根
橋
が
開
通（
23
日
）

府
民
交
流
フ
ェ
ス
タ
を
開
催

（
3
日
）

京
都
府ｰ

エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
市

友
好
提
携
25
周
年
記
念

事
業
を
開
催（
23
日
）

京
都
府
立
医
科
大
学

創
立
1
5
0
周
年
記
念
W
E
E
K

を
開
催（
3
〜
5
日
）

伝
産
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
新
拠
点

「
Ky
o‐Densan‐B
iz
」を

開
設（
1
日
）

第
13
回
K
Y
O
T
O
地
球
環
境

の
殿
堂
表
彰
式
を
開
催（
14
日
）

「
京
料
理
」が
登
録
無
形
文
化
財

に
登
録（
17
日
）

第
76
回
全
国
お
茶
ま
つ
り
京
都

大
会
を
開
催（
19
日
、20
日
）

「
実
践
！

換
気
対
策

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」

を
作
成

京
都
府
健
康
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

セ
ン
タ
ー
を
開
設（
26
日
）

W
E 

ラ
ブ
赤

ち
ゃ
ん
プ
ロ
ジェ

ク
ト
の
府
全
域

展
開
を
開
始

い
ろ
は
呑
龍
ト
ン
ネ
ル 

南
幹

線・呑
龍
ポ
ン
プ
場
の
供
用
を

開
始（
21
日
）

京
都
府
立
農
芸
高
等
学
校
が

農
場
H
A
C
C
P
認
証
を
取
得

（
17
日
）

京
都
府
開
庁

記
念
日
記
念

式
典
を
開
催

（
17
日
）

京
都
府
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
推
進

機
構
を
設
立（
28
日
）

令
和
４
年
度
京
都
府
総
合

防
災
訓
練
を
実
施（
4
日
）

京
都
府
女
性
つ
な

が
り
サ
ポ
ー
ト
事

業
チ
ャ
ッ
ト
相
談

窓
口「
こ
こ
は
な
」

を
開
設（
1
日
）

原
油
価
格･

物
価
高
騰
等

小
規
模
事
業
緊
急
支
援
を
実
施

A
L
L 

K
Y
O
T
O 

F
E
S 

ー
京
都
と
つ
な
が
る
1
日
ー
を

開
催（
11
日
）

サ
ン
ガ
ス
タ
ジ
ア
ム 

ｂ
ｙ

K
Y
O
C
E
R
A
が「
多
様
な

世
代
が
集
う
交
流
拠
点
と
し
て

の
ス
タ
ジ
ア
ム・ア
リ
ー
ナ
」に

選
定（
26
日
）

京
都
府
立
井

手
や
ま
ぶ
き

支
援
学
校
を

開
校（
1
日
）

京
都
府
デ
ジ
タ
ル
学
習
支
援

セ
ン
タ
ー
を
開
設（
1
日
）

京
都
府
医
療

的
ケ
ア
児
等

支
援
セ
ン
タ
ー

「
こ
と
の
わ
」を

開
設（
25
日
）

京
都
府
ヤ
ン

グ
ケ
ア
ラ
ー

総
合
支
援
セ
ン

タ
ー
を
開
設

（
28
日
）

ロ
ボ
カ
ッ
プ
ジ
ュニ
ア・

ジ
ャ
パ
ン
オ
ー
プ
ン
2
0
2
2

け
い
は
ん
な
を
開
催（
23
日
）

西
脇
府
政
２
期
目
ス
タ
ー
ト

（
18
日
）

ア
ー
ト
＆
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・

ヴ
ィ
レ
ッ
ジ（
仮
称
）の

施
設
整
備
工
事
に
着
手

京
都
デ
ジ
タ
ル
人
材
創
造

W
E
B
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

（
京
デ
ジ
ぷ
ら
っ
と
）を

開
設（
7
日
）

新
行
政
棟・文
化
庁
移
転
施
設

を
竣
工

京
都
府
総
合
計
画
を
改
定

経
ケ
岬
灯
台
を
重
要
文
化
財

に
指
定
す
る
よ
う
答
申（
12
日
）

京
都
舞
鶴
港
が「
み
な
と
オ
ア

シ
ス
」に
登
録（
15
日
）

危
機
克
服
対
応
ビ
ジ
ネ
ス

創
出
支
援
事
業
補
助
金
を

創
設（
11
日
）

キ
ョ
ウ

き
ょ
う
が
み
さ
き

デ
ン
サ
ン

ビ
ズ

1月5月 3月4月6月

※12月8日時点の情報に基づいて掲載しています

ご
う

ど
んハ

サ
ッ
プ

り
ゅ
う

の
く
ち
あ
ま
る
べ

京
都
府
地
域
共
創
大
学

連
携
会
議
を
設
立（
26
日
）

移
住
婚
や
ス
ポ
ー
ツ
婚
の

ほ
か
、歴
史･

文
化

な
ど
と
連
携
し
た

多
様
な
婚
活

イ
ベ
ン
ト
を

開
催（
通
年
）

9月10月 7月8月

まい

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。府
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

つ
つ
が
な
く
新
し
い
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
と
の
闘
い
も
3
年
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。長
き
に
わ
た
り
感

染
防
止
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
皆
さ
ま
、そ
し
て
、医
療
従
事
者

を
は
じ
め
関
係
の
皆
さ
ま
に
、心
か
ら
感
謝
と
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　
昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
拡
大
に
加
え
、ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
や
世
界

的
な
物
価
高
、さ
ら
に
記
録
的
な
円
安
な
ど
に
見
舞
わ
れ
、今
も
社
会
生
活
へ
の

甚
大
な
影
響
が
続
い
て
い
ま
す
。こ
う
し
た
情
勢
の
中
で
も
安
心
し
て
豊
か
に
暮

ら
し
、将
来
に
向
か
っ
て
夢
を
抱
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、「
あ
た
た
か
い
京
都
づ
く

り
」を
進
め
て
い
く
こ
と
を
決
意
し
、総
合
計
画
を
１
年
前
倒
し
し
て
改
定
し
ま

し
た
。同
計
画
に
基
づ
く
施
策
を
令
和
5
年
度
当
初
予
算
に
盛
り
込
み
ま
す
。

　「
時
が
物
事
を
変
え
る
と
人
は
言
う
が
、実
際
は
自
分
で
変
え
ね
ば
な
ら
な
い

〜They alw
ays say that tim

e changes things, but you actually have 

to change them
 yourself

〜
」。こ
れ
は
米
国
の
芸
術
家
ア
ン
デ
ィ・ウ
ォ
ー
ホ
ル

の
言
葉
で
す
。今
年
3
月
、い
よ
い
よ
文
化
庁
が
京
都
で
業
務
を
開
始
し
、明
治
維

新
以
来
初
の
中
央
省
庁
移
転
が
実
現
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。彼
が
言
う
よ
う

に
、こ
の
歴
史
的
な
出
来
事
が
私
た
ち
に
何
を
も
た
ら
す
か
で
は
な
く
、私
た
ち
が
こ

の
機
会
を
ど
う
活
か
し
て
い
く
か
が
問
わ
れ
ま
す
。「
文
化
の
都
・
京
都
」の
実
現
に

向
け
、国
と
地
方
が
連
携
し
て
日
本
各
地
の
文
化
に
光
を
当
て
、世
界
へ
発
信
し
、こ

こ
京
都
か
ら
新
た
な
文
化
の
潮
流
を
起
こ
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
他
、「
社
会
で
子
ど
も
を
育
て
る
京
都
」の
実
現
に
向
け
、子
育
て
環
境
日

本
一
の
取
り
組
み
を
進
化
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。ま
た
、京
都
の
強
み
で
あ
る
大

学
の「
知
」と
学
生
の「
力
」を
積
極
的
に
地
域
や
企
業
に
取
り
入
れ
、京
都
の
活

力
を
生
み
出
し
て
ま
い
り
ま
す
。そ
し
て
新
名
神
高
速
道
路
開
通
や
、大
阪
・
関

西
万
博
開
催
な
ど
の
好
機
を
活
か
し
、京
都
の
発
展
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
今
年
は
卯
年
で
す
。そ
の
愛
ら
し
い
姿
と
温
厚
な
性
質
で「
家
内
安
全
」を
、

跳
躍
す
る
姿
で「
飛
躍
」を
象
徴
す
る
ウ
サ
ギ
の
年
に
ふ
さ
わ
し
く
、皆
さ
ま
と
共

に「
あ
た
た
か
い
京
都
づ
く
り
」へ
邁
進
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

　
今
年
一
年
の
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、新
年

の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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未来を明るく、
夢やあこがれ、明日への 力にあふれた京都へ

スポーツの力で

1981年 与謝郡岩滝町（現・
与謝野町） 生まれ。府立宮津
高等学校（現・府立宮津天橋
高校）から近畿大学、2003年
にドラフト自由獲得枠で北海
道日本ハムファイターズに入
団（04～12年）。その後オリッ
クス・バファローズ（13～16
年）、阪神タイガース（17～
22年）。13年ワールド・ベース
ボール・クラシック日本代表。

元プロ野球選手  
糸井 嘉男さん

京
都
府
知
事 

西
脇 

隆
俊

元
プ
ロ
野
球
選
手

糸
井 
嘉
男 
氏

よ
し

お

西
脇
　
ま
ず
は
19
年
に
わ
た
る
現
役
生
活
、本

当
に
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。京
都
府
出
身
と

あ
っ
て
ず
っ
と
応
援
し
て
い
ま
し
た
が
、引
退
試

合
で
も
ヒ
ッ
ト
を
放
ち
、や
は
り「
ス
タ
ー
選
手

だ
な
」と
感
動
い
た
し
ま
し
た
。

糸
井
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。競
技
者
と

し
て
は
、や
り
切
り
ま
し
た
。

西
脇
　
引
退
試
合
に
は
地
元
の
フ
ァ
ン
を
招
待

さ
れ
た
そ
う
で
す
ね
。

糸
井
　
え
え
。小
さ
い
頃
か
ら
支
え
て
く
れ
た
方

ば
か
り
な
の
で
…
。ファン
の
存
在
は
す
ご
く
大
き

秋
か
ら
1
年
間
や
り
ま
し
た
。

糸
井
　
私
も
プ
ロ
野
球
に
は
ピ
ッ
チ
ャ
ー
で
入
っ

た
ん
で
す
。成
績
が
振
る
わ
ず
、お
よ
そ
2
年
で

野
手
への
転
向
を
言
い
渡
さ
れ
ま
し
た
が
。

西
脇
　
そ
こ
か
ら
大
変
な
努
力
を
重
ね
、野
手

と
し
て
大
成
さ
れ
た
。そ
の
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド

は
フ
ァ
ン
の
み
な
ら
ず
多
く
の
人
に
勇
気
を
与

え
る
も
の
で
す
。こ
れ
ま
で
の
功
績
に
あ
ら
た
め

て
敬
意
を
表
し
ま
す
。

い
で
す
。引
退
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、フ
ァ
ン
に
最
後
の

お
別
れ
を
す
る
た
め
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
一
周
し
な

が
ら
、こ
の
光
景
を
目
に
焼
き
付
け
よ
う
と
一
人

ひ
と
り
の
顔
を
見
て
懸
命
に
手
を
振
り
ま
し
た
。

西
脇
　
一
流
の
選
手
だ
か
ら
こ
そ
、支
え
て
く

れ
る
フ
ァ
ン
の
大
切
さ
を
知
って
い
る
の
で
す
ね
。

と
こ
ろ
で
、並
外
れ
た
身
体
能
力
で「
超
人
」の

異
名
を
持
つ
糸
井
さ
ん
が
、野
球
を
始
め
た

き
っ
か
け
は
何
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

糸
井
　
僕
ら
の
世
代
は
、他
の
ス
ポ
ー
ツ
の
選

択
肢
が
あ
ま
り
な
く
て
…
。野
球
は
周
り
に
つ

ら
れ
て
、自
然
な
流
れ
で
始
め
ま
し
た
ね
。

西
脇
　
私
ら
の
世
代
も
そ
う
で
し
た
。昔
は
多
く

の
子
ど
も
が
野
球
に
親
し
ん
で
い
ま
し
た
よ
ね
。

糸
井
　
知
事
も
中
学・高
校
時
代
は
野
球
を
さ

れ
て
い
た
そ
う
で
す
ね
。ポ
ジ
シ
ョ
ン
は
ピ
ッ

チ
ャ
ー
で
い
ら
し
た
と
か
。

西
脇
　
え
え
。ピ
ッ
チ
ャ
ー
は
高
校
2
年
生
の

を脱いだ、与謝野町出身の元プロ野球選手

生まれ故郷・京都への想いを語っていただきました。

惜しまれつつも2022年シーズン限りでユニフォーム

糸井嘉男さんをお招きし、スポーツが持つ可能性や

フ
ァ
ン
を
魅
了
し
た

「
超
人
」の
野
球
人
生

西
脇
　
大
学
に
進
学
す
る
ま
で
の
期
間
を
過
ご

さ
れ
た
、地
元
で
の
思
い
出
は
あ
り
ま
す
か
？

糸
井
　
わ
ん
ぱ
く
野
球
小
僧
で
し
た
の
で
思
い

出
と
い
う
と
ほ
ぼ
野
球
な
ん
で
す
が（
笑
）。毎
年

5
月
に
行
わ
れ
る
宮
津
祭
の
神
楽（
獅
子
舞
）を

小
さ
い
頃
に
し
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。あ
と
は
、

宮
津
燈
籠
流
し
花
火
大
会
を
見
た
こ
と
も
思
い

出
に
残
って
い
ま
す
。

西
脇
　
食
べ
物
に
関
す
る
思
い
出
。例
え
ば
、

ご
家
庭
で
ば
ら
寿
司
は
出
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
か
？

糸
井
　
ば
ら
寿
司
は
よ
く
食
べ
て
い
ま
し
た
！

何
か
お
祝
い
が
あ
る
日
は
決
ま
って
母
が
作
って

く
れ
て
、生
活
に
根
付
い
て
い
ま
し
た
ね
。

西
脇
　
見
た
目
に
も
華
や
か
な
一
品
で
す
よ

ね
。そ
れ
と
丹
後
地
方
と
言
え
ば
、果
物
や
海
の

幸
も
お
い
し
い
で
す
よ
ね
。梨
、メ
ロ
ン
、ぶ
ど

う
、丹
後
ぐ
じ
、と
り
貝
、ブ
リ
…
。

糸
井
　
果
物
な
ら
、お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
み
か
ん
を

作
っ
て
い
ま
し
た
。家
の
畑
に
み
か
ん
の
木
が
植

わ
って
い
て
。

西
脇
　
い
い
で
す
ね
。ま
さ
に「
食
材
の
宝
庫
・

京
丹
後
」を
身
近
に
感
じ
ら
れ
ま
す
ね
。

糸
井
　
え
え
。海
あ
り
山
あ
り
の
豊
か
な
自
然

こ
そ
が
地
元
の
良
さ
で
す
よ
ね
。僕
は
北
海
道
、

関
東
、い
ろ
い
ろ
な
所
に
住
み
ま
し
た
が
、地
元

に
帰
る
た
び
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
る
良
い
所
だ

な
と
思
って
い
ま
す
。

離
れ
た
か
ら
こ
そ

分
か
る
地
元
の
良
さ

西
脇
　
し
ば
ら
く
コ
ロ
ナ
禍
で
ス
ト
ッ
プ
し
て
い

ま
し
た
が
、糸
井
さ
ん
の
地
元
は
欧
米
の
観
光
客

に
も
人
気
が
あ
る
ん
で
す
よ
。天
橋
立
で
有
名
な

宮
津
湾
は
、舟
屋
で
知
ら
れ
る
伊
根
湾
と
共
に
モ

ン・サ
ン・ミ
シェル
湾
と
姉
妹
湾
協
定
を
結
ん
で

い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
し
。欧
米
の
方
は
1
週
間

か
ら
10
日
間
、ゆっ
た
り
滞
在
さ
れ
る
ん
で
す
。

糸
井
　
そ
ん
な
に
長
期
間
？
自
然
し
か
な
い
の
に
。

西
脇
　
い
え
い
え
、食
べ
物
は
ど
れ
も
お
い
し
い

し
、絶
景
ビ
ー
チ
や
美
し
い
日
本
の
情
景
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
か
ら
。今
後
は
コ
ロ
ナ
収
束
後
を

見
据
え
た
観
光
振
興
に
力
を
入
れ
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

※新型コロナウイルス感染症対策を万全にした状態で取材・撮影を行いました（令和4年10月20日）

京丹後地方のみに伝わる鯖のおぼろを
使った「ばら寿司」。鯖のおぼろ以外に
使用する具材や一段にするか二段にす
るかなどは、各家庭によって異なる

プロ野球界の第一線でご活躍された、
顕著な功績に敬意を表して、西脇知事
から糸井さんに花束を贈呈

岩滝少年野球クラブ時代の
糸井さん（ご本人提供）

日本遺産の構成文化財の一つ、
天橋立は糸井さんの地元。世界遺産
登録を目指して府と地元自治体、住
民が連携して取り組みを展開中

新
春
対
談
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未来を明るく、
夢やあこがれ、明日への 力にあふれた京都へ

スポーツの力で

1981年 与謝郡岩滝町（現・
与謝野町） 生まれ。府立宮津
高等学校（現・府立宮津天橋
高校）から近畿大学、2003年
にドラフト自由獲得枠で北海
道日本ハムファイターズに入
団（04～12年）。その後オリッ
クス・バファローズ（13～16
年）、阪神タイガース（17～
22年）。13年ワールド・ベース
ボール・クラシック日本代表。
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京
都
府
知
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西
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隆
俊

元
プ
ロ
野
球
選
手

糸
井 

嘉
男 

氏

よ
し

お

西
脇
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疲
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都
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ッ
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タ
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糸
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西
脇
　
引
退
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糸
井
　
え
え
。小
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頃
か
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支
え
て
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方

ば
か
り
な
の
で
…
。ファン
の
存
在
は
す
ご
く
大
き

秋
か
ら
1
年
間
や
り
ま
し
た
。

糸
井
　
私
も
プ
ロ
野
球
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は
ピ
ッ
チ
ャ
ー
で
入
っ

た
ん
で
す
。成
績
が
振
る
わ
ず
、お
よ
そ
2
年
で

野
手
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転
向
を
言
い
渡
さ
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が
。

西
脇
　
そ
こ
か
ら
大
変
な
努
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重
ね
、野
手
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て
大
成
さ
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た
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う
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績
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い
で
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一
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光
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と
一
人

ひ
と
り
の
顔
を
見
て
懸
命
に
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を
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り
ま
し
た
。

西
脇
　
一
流
の
選
手
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こ
そ
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て
く
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フ
ァ
ン
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い
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。
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で
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で「
超
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」の
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始
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き
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た
の
で
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う
か
？
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井
　
僕
ら
の
世
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は
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の
ス
ポ
ー
ツ
の
選
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が
あ
ま
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…
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は
周
り
に
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ら
れ
て
、自
然
な
流
れ
で
始
め
ま
し
た
ね
。

西
脇
　
私
ら
の
世
代
も
そ
う
で
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た
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は
多
く

の
子
ど
も
が
野
球
に
親
し
ん
で
い
ま
し
た
よ
ね
。

糸
井
　
知
事
も
中
学・高
校
時
代
は
野
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を
さ

れ
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た
そ
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で
す
ね
。ポ
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シ
ョ
ン
は
ピ
ッ

チ
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ー
で
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ら
し
た
と
か
。

西
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え
え
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チ
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高
校
2
年
生
の

を脱いだ、与謝野町出身の元プロ野球選手

生まれ故郷・京都への想いを語っていただきました。

惜しまれつつも2022年シーズン限りでユニフォーム

糸井嘉男さんをお招きし、スポーツが持つ可能性や

フ
ァ
ン
を
魅
了
し
た

「
超
人
」の
野
球
人
生

西
脇
　
大
学
に
進
学
す
る
ま
で
の
期
間
を
過
ご

さ
れ
た
、地
元
で
の
思
い
出
は
あ
り
ま
す
か
？

糸
井
　
わ
ん
ぱ
く
野
球
小
僧
で
し
た
の
で
思
い

出
と
い
う
と
ほ
ぼ
野
球
な
ん
で
す
が（
笑
）。毎
年

5
月
に
行
わ
れ
る
宮
津
祭
の
神
楽（
獅
子
舞
）を

小
さ
い
頃
に
し
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。あ
と
は
、

宮
津
燈
籠
流
し
花
火
大
会
を
見
た
こ
と
も
思
い

出
に
残
って
い
ま
す
。

西
脇
　
食
べ
物
に
関
す
る
思
い
出
。例
え
ば
、

ご
家
庭
で
ば
ら
寿
司
は
出
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
か
？

糸
井
　
ば
ら
寿
司
は
よ
く
食
べ
て
い
ま
し
た
！

何
か
お
祝
い
が
あ
る
日
は
決
ま
って
母
が
作
って

く
れ
て
、生
活
に
根
付
い
て
い
ま
し
た
ね
。

西
脇
　
見
た
目
に
も
華
や
か
な
一
品
で
す
よ

ね
。そ
れ
と
丹
後
地
方
と
言
え
ば
、果
物
や
海
の

幸
も
お
い
し
い
で
す
よ
ね
。梨
、メ
ロ
ン
、ぶ
ど

う
、丹
後
ぐ
じ
、と
り
貝
、ブ
リ
…
。

糸
井
　
果
物
な
ら
、お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
み
か
ん
を

作
っ
て
い
ま
し
た
。家
の
畑
に
み
か
ん
の
木
が
植

わ
って
い
て
。

西
脇
　
い
い
で
す
ね
。ま
さ
に「
食
材
の
宝
庫
・

京
丹
後
」を
身
近
に
感
じ
ら
れ
ま
す
ね
。

糸
井
　
え
え
。海
あ
り
山
あ
り
の
豊
か
な
自
然

こ
そ
が
地
元
の
良
さ
で
す
よ
ね
。僕
は
北
海
道
、

関
東
、い
ろ
い
ろ
な
所
に
住
み
ま
し
た
が
、地
元

に
帰
る
た
び
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
る
良
い
所
だ

な
と
思
って
い
ま
す
。

離
れ
た
か
ら
こ
そ

分
か
る
地
元
の
良
さ

西
脇
　
し
ば
ら
く
コ
ロ
ナ
禍
で
ス
ト
ッ
プ
し
て
い

ま
し
た
が
、糸
井
さ
ん
の
地
元
は
欧
米
の
観
光
客

に
も
人
気
が
あ
る
ん
で
す
よ
。天
橋
立
で
有
名
な

宮
津
湾
は
、舟
屋
で
知
ら
れ
る
伊
根
湾
と
共
に
モ

ン・サ
ン・ミ
シェル
湾
と
姉
妹
湾
協
定
を
結
ん
で

い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
し
。欧
米
の
方
は
1
週
間

か
ら
10
日
間
、ゆっ
た
り
滞
在
さ
れ
る
ん
で
す
。

糸
井
　
そ
ん
な
に
長
期
間
？
自
然
し
か
な
い
の
に
。

西
脇
　
い
え
い
え
、食
べ
物
は
ど
れ
も
お
い
し
い

し
、絶
景
ビ
ー
チ
や
美
し
い
日
本
の
情
景
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
か
ら
。今
後
は
コ
ロ
ナ
収
束
後
を

見
据
え
た
観
光
振
興
に
力
を
入
れ
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

※新型コロナウイルス感染症対策を万全にした状態で取材・撮影を行いました（令和4年10月20日）

京丹後地方のみに伝わる鯖のおぼろを
使った「ばら寿司」。鯖のおぼろ以外に
使用する具材や一段にするか二段にす
るかなどは、各家庭によって異なる

プロ野球界の第一線でご活躍された、
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西
脇

　今
回
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
、ス
ポ
ー
ツ
の
話

題
に
入
り
た
い
と
思
い
ま
す
。私
自
身
、人
格
的

な〝
体
幹
〞や〝
背
骨
〞の
よ
う
な
も
の
は
中
学
・

高
校
時
代
の
野
球
で
培
わ
れ
た
と
思
っ
て
い
ま

す
。そ
し
て
一
生
の
付
き
合
い
と
な
っ
た
仲
間
た

ち
も
…
。糸
井
さ
ん
が
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
得
た

も
の
は
何
で
し
ょ
う
か
。

糸
井

　ま
ず
、ス
ポ
ー
ツって
夢
中
に
な
れ
ま
す

よ
ね
。そ
し
て
ラ
イ
バ
ル
と
競
い
合
う
中
で
新
た

な
目
標
が
生
ま
れ
、達
成
に
向
け
て
努
力
で
き

る
。続
け
た
努
力
が
や
が
て
結
果
に
結
び
付
く
…
。

人
と
の
つ
な
が
り
も
で
き
て
、人
間
関
係
も
学
べ

ま
す
。こ
う
いっ
た
成
長
の
過
程
は
、特
に
子
ど
も

の
頃
は
大
事
な
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

西
脇

　目
標
に
向
か
う
途
中
に
は
障
壁
も
あ

り
ま
す
よ
ね
。例
え
ば「
け
が
で
プ
レ
ー
が
で

き
な
い
」と
い
っ
た
困
難
に
ぶ
つ
か
っ
た
時
は
、

り
た
い
種
目
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
地
域
と

連
携
し
て
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ「
京
の
ジ
ュニ
ア
ス

ポ
ー
ツ
ア
カ
デ
ミ
ー
」（
仮
称
）を
創
設
し
よ
う

と
現
在
、準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

糸
井

　そ
う
い
う
ク
ラ
ブ
が
あ
れ
ば
、子
ど
も
が

ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
機
会
を
失
わ
ず
に
済
み
ま
す
ね
。

西
脇

　「子
ど
も
と
ス
ポ
ー
ツ
」と
い
う
観
点
で

い
え
ば
、糸
井
さ
ん
は
ご
自
身
の
名
を
冠
し
た
少

年
野
球
大
会
を
地
元
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。

糸
井
　僕
が
子
ど
も
の
頃
は
、プ
ロ
野
球
選
手

を
間
近
に
見
る
な
ん
て
経
験
は
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
し
、そ
ん
な
こ
と
は
夢
の
よ
う
な
話
で
し
た
。

そ
れ
を
今
、僕
に
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
と
思
い

「
糸
井
嘉
男
杯
争
奪
戦
」と
銘
打
っ
た
大
会
を

作
って
い
た
だ
き
ま
し
た
。

西
脇
　糸
井
さ
ん
を
目
の
前
に
し
た
ら
、子
ど

も
た
ち
は
さ
ぞ
か
し
興
奮
す
る
で
し
ょ
う
ね
。

糸
井

　子
ど
も
た
ち
の
キ
ラ
キ
ラ
し
た
顔
を

見
て
い
た
ら
、昔
を
思
い
出
し
ま
す
。逆
に
力

を
も
ら
え
ま
す
よ
。

西
脇

　京
都
府
で
は
、ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
夢

と
あ
こ
が
れ
の
持
て
る
社
会
の
実
現
を
目
指

し
て
い
ま
す
。プ
ロ
の
選
手
に
子
ど
も
た
ち
が

ど
う
や
っ
て
克
服
さ
れ
て
い
ま
し
た
か
？

糸
井

　け
が
を
す
る
と「
治
る
だ
ろ
う
か
…
」

と
不
安
に
な
り
ま
す
。だ
か
ら
こ
そ
一
層
強
い

意
志
を
持
っ
て
、復
帰
し
た
時
は
必
ず
以
前
よ

り
成
長
し
て
い
る
自
分
に
し
た
い
と
思
い
な
が

ら
リ
ハ
ビ
リ
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
ね
。

西
脇

　さ
す
が
は「
超
人
」、メ
ン
タ
ル
も
強
靱
で

す
ね（
笑
）。私
も
高
校
1
年
生
の
夏
に
大
け
が
を

し
た
経
験
が
あ
り
ま
す
が
、入
院
中
は
チ
ー
ム
メ
イ

ト
が
毎
日
の
よ
う
に
お
見
舞
い
に
来
て
く
れ
て
、そ

れ
が
支
え
に
なっ
た
こ
と
を
今
も
覚
え
て
い
ま
す
。

糸
井

　そ
ん
な
仲
間
が
で
き
る
の
も
、ス
ポ
ー

ツ
の
良
い
所
で
す
ね
。

西
脇
　そ
う
思
い
ま
す
。た
だ
、育
成
年
代
に
お

け
る
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
は
、現
代
的
な
少
子
化

と
い
う
課
題
が
あ
っ
て
、地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
や
中
学
・
高
校
の
部
活
動
に
参
加
す
る
生
徒

の
数
が
か
な
り
減
って
い
る
ん
で
す
。

糸
井

　ス
ポ
ー
ツ
離
れ
も
進
ん
で
い
る
そ
う
で

す
か
ら
ね
。

西
脇

　特
に
団
体
競
技
の
場
合
だ
と
、学
校

単
位
の
ク
ラ
ブ
活
動
が
難
し
い
所
も
出
て
き

て
い
ま
す
。そ
れ
な
ら
ば
と
、子
ど
も
た
ち
が
や

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て

得
ら
れ
る
も
の
と
は
？

西
脇

　ス
ポ
ー
ツ
は「
す
る
」だ
け
で
は
な
く
、

「
み
る
」、そ
れ
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の「
支

え
る
」と
い
う
関
わ
り
方
が
あ
り
ま
す
。糸
井
さ

ん
は
、甲
子
園
球
場
で
真
弓
明
信
さ
ん
の
ホ
ー

ム
ラ
ン
を
ま
さ
に「
み
る
」こ
と
で
、プ
ロ
野
球
選

手
に
な
り
た
い
と
思
わ
れ
た
そ
う
で
す
ね
。

糸
井
　小
学
生
の
時
に
父
親
に
初
め
て
連
れ
て

行
っ
て
も
ら
っ
た
甲
子
園
で
見
た
豪
快
な
ア
ー

チ
…
。あ
れ
は
本
当
に
興
奮
し
ま
し
た
ね
。

西
脇
　亀
岡
市
に
府
内
唯
一
の
球
技
専
用
複
合

型
ス
タ
ジ
ア
ム「
サ
ン
ガ
ス
タ
ジ
ア
ム 

b
y 

K
Y
O
C
E
R
A
」が
2
0
2
0
年
1
月
に
完
成

「
み
る
」ス
ポ
ー
ツ

「
支
え
る
」ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ
の
力
を

京
都
の
未
来
に
活
か
す

車椅子ソフトボールチーム「関西アンバラ
ンス」と交流する糸井さん（東大阪市提供）

西
脇

　2
0
2
3
年
3
月
に
文
化
庁
が
東
京

か
ら
京
都
へ
全
面
的
移
転
さ
れ
ま
す
。中
央
省
庁

の
地
方
移
転
は
明
治
以
来
初
め
て
の
試
み
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
に
も
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
健
康

で
文
化
的
な
生
活
を
営
む
こ
と
を
目
指
す
と
さ

れ
て
い
ま
す
。文
化
庁
移
転
を
機
に
、ス
ポ
ー
ツ

振
興
に
も
あ
ら
た
め
て
力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。

糸
井

　2
0
2
3
年
は
僕
に
と
っ
て
も
大
き
な

節
目
の
年
に
な
り
ま
す
。今
ま
で
野
球
し
か
し

て
こ
な
か
っ
た
僕
が
、一
人
の
社
会
人
と
し
て
新

た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
る
年
で
す
。や
は
り
何
か

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
で
す
ね
。野
球
と
同
じ
よ

う
な
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
で
き
る
か
な
、と
い
う

不
安
は
あ
り
ま
す
が
…
。ま
あ
、も
う
そ
こ
ま
で

自
分
を
追
い
込
ま
な
く
て
も
い
い
の
か（
笑
）。

西
脇

　始
め
て
し
ま
う
と
す
べ
て
真
剣
に
や
っ

て
し
ま
う
タ
イ
プ
な
ん
で
す
ね
。で
は
本
日
の

お
話
の
結
び
に
、次
の
ス
テ
ー
ジ
に
向
か
う
糸

井
さ
ん
か
ら
、府
民
の
皆
さ
ん
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
頂
け
ま
す
か
。

サンガスタジアム by KYOCERA。京都サンガF.C.
のホームスタジアムで、国際試合も開催可能な府内
唯一の専用球技場

これからも「超人」であり続ける
という意志が込められた糸井さ
んの直筆サイン

し
ま
し
た
が
、行
か
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

糸
井
　ま
だ
な
の
で
行
っ
て
み
た
い
で
す
。亀
岡

市
に
で
き
た
こ
と
は
知
って
い
ま
す
よ
。

西
脇

　亀
岡
駅
前
に
あ
っ
て
、京
都
駅
か
ら

J
R
山
陰
本
線（
嵯
峨
野
線
）の
快
速
に
乗
れ

ば
約
20
分
で
亀
岡
駅
に
着
く
の
で
、京
都
駅
か
ら

だ
と
30
分
以
内
で
ス
タ
ジ
ア
ム
に
入
れ
ま
す
。観

客
席
と
ピ
ッ
チ
ま
で
の
距
離
は
近
く
て
最
短

で
7
･
5
ｍ
。高
低
差
は
1
･
2
m
し
か
な
い

の
で
選
手
の
息
づ
か
い
も
聞
こ
え
る
ほ
ど
で
す
。

糸
井
　そ
れ
は
迫
力
た
っ
ぷ
り
の
観
戦
を
楽
し

め
そ
う
で
す
ね
。競
技
者
を
終
え
た
今
、こ
れ
か

ら
い
ろ
ん
な
ス
ポ
ー
ツ
を「
み
る
」側
に
な
っ
て
、

興
奮
し
た
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、行
っ
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

西
脇

　次
に「
支
え
る
」ス
ポ
ー
ツ
で
す
が
、糸

井
さ
ん
は
日
本
車
い
す
ス
ポ
ー
ツ
振
興
協
会
を

支
援
す
る
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。

糸
井

　皆
さ
ん
車
い
す
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
と
い
う

競
技
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。僕
も
車
い
す
に

乗
っ
て
体
験
さ
せ
て
も
ら
っ
た
の
で
す
が
、と
て

糸
井 

嘉
男
さ
ん
に
聞
く

5
つ
の
質
問

Q
．座
右
の
銘
は
? 

A
．超
人
、向
上
心
、日
々
鍛
錬

Q
．子
ど
も
の
頃
の
夢
は
? 

A
．プ
ロ
野
球
選
手

Q
．府
内
で
お
気
に
入
り
の
場
所
は
? 

A
．故
郷
で
あ
る
天
橋
立

Q
．ス
ト
レ
ス
解
消
に
は
コ
レ
。 

A
．ド
ラ
イ
ブ
、睡
眠

Q
．好
き
な
食
べ
物
は
?

A
．肉
類（
タ
ン
パ
ク
質
）

触
れ
合
え
る
機
会
を
も
っ
と
増
や
し
て
い
け
る

よ
う
、取
り
組
む
の
で
、そ
の
時
は
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

も
難
し
く
て
奥
が
深
い
ん
で
す
。

西
脇
　糸
井
さ
ん
で
も
難
し
い
で
す
か
。

糸
井
　選
手
の
皆
さ
ん
は
ひ
と
こ
ぎ
が
速
く
て
。

そ
の
ス
ピ
ー
ド
感
の
中
で
み
ん
な
笑
顔
で
ボ
ー
ル

を
追
い
か
け
る
ん
で
す
。知
事
も
一
度
体
験
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

西
脇
　え
え
。ぜ
ひ
と
も
。障
害
を
持
つ
人
も
持

た
な
い
人
も
、同
じ
目
線
で
楽
し
め
る
パ
ラ
ス

ポ
ー
ツ
の
普
及
の
た
め
に
は
、糸
井
さ
ん
の
よ
う

な「
支
え
る
方
」が
も
っ
と
た
く
さ
ん
必
要
で
す
。

誰
も
が
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
め
る
環
境
づ
く
り
に
、

今
後
も
しっ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

誰
も
が
ス
ポ
ー
ツ
に

親
し
め
る
環
境
を
作
っ
て
い
く

夢
中
に
な
っ
て
競
い
合
う

そ
の
過
程
が
成
長

き
ょ
う
じ
ん

糸
井
　
恩
返
し
で
は
な
い
で
す
が
、今
後
は
地

元
や
京
都
に
も
っ
と
関
わ
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
し
、活
気
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
に
僕

の
力
が
役
立
て
ば
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

西
脇
　
こ
れ
ま
で
も
社
会
的
な
貢
献
を
さ
れ

て
い
ま
す
が
、ぜ
ひ
、京
都
や
地
元
の
た
め
に

関
わ
っ
て
い
た
だ
け
る
と
あ
り
が
た
い
で
す
。

今
後
の
超
人
伝
説
第
2
章
に
期
待
し
て
い
ま

す
。本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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西
脇

　今
回
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
、ス
ポ
ー
ツ
の
話

題
に
入
り
た
い
と
思
い
ま
す
。私
自
身
、人
格
的

な〝
体
幹
〞や〝
背
骨
〞の
よ
う
な
も
の
は
中
学
・

高
校
時
代
の
野
球
で
培
わ
れ
た
と
思
っ
て
い
ま

す
。そ
し
て
一
生
の
付
き
合
い
と
な
っ
た
仲
間
た

ち
も
…
。糸
井
さ
ん
が
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
得
た

も
の
は
何
で
し
ょ
う
か
。

糸
井

　ま
ず
、ス
ポ
ー
ツって
夢
中
に
な
れ
ま
す

よ
ね
。そ
し
て
ラ
イ
バ
ル
と
競
い
合
う
中
で
新
た

な
目
標
が
生
ま
れ
、達
成
に
向
け
て
努
力
で
き

る
。続
け
た
努
力
が
や
が
て
結
果
に
結
び
付
く
…
。

人
と
の
つ
な
が
り
も
で
き
て
、人
間
関
係
も
学
べ

ま
す
。こ
う
いっ
た
成
長
の
過
程
は
、特
に
子
ど
も

の
頃
は
大
事
な
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

西
脇

　目
標
に
向
か
う
途
中
に
は
障
壁
も
あ

り
ま
す
よ
ね
。例
え
ば「
け
が
で
プ
レ
ー
が
で

き
な
い
」と
い
っ
た
困
難
に
ぶ
つ
か
っ
た
時
は
、

り
た
い
種
目
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
地
域
と

連
携
し
て
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ「
京
の
ジ
ュニ
ア
ス

ポ
ー
ツ
ア
カ
デ
ミ
ー
」（
仮
称
）を
創
設
し
よ
う

と
現
在
、準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

糸
井

　そ
う
い
う
ク
ラ
ブ
が
あ
れ
ば
、子
ど
も
が

ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
機
会
を
失
わ
ず
に
済
み
ま
す
ね
。

西
脇

　「子
ど
も
と
ス
ポ
ー
ツ
」と
い
う
観
点
で

い
え
ば
、糸
井
さ
ん
は
ご
自
身
の
名
を
冠
し
た
少

年
野
球
大
会
を
地
元
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。

糸
井
　僕
が
子
ど
も
の
頃
は
、プ
ロ
野
球
選
手
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近
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見
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な
ん
て
経
験
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で
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で

し
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し
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な
こ
と
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し
た
。

そ
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糸
井
嘉
男
杯
争
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銘
打
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会
を
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ま
し
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。

西
脇
　糸
井
さ
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を
目
の
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に
し
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ら
、子
ど

も
た
ち
は
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す
る
で
し
ょ
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糸
井
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も
た
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し
た
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ら
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に
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西
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ツ
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て
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？

糸
井
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が
を
す
る
と「
治
る
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う
か
…
」
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不
安
に
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す
。だ
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層
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を
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っ
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に
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取
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同
じ
よ

う
な
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
で
き
る
か
な
、と
い
う

不
安
は
あ
り
ま
す
が
…
。ま
あ
、も
う
そ
こ
ま
で

自
分
を
追
い
込
ま
な
く
て
も
い
い
の
か（
笑
）。

西
脇

　始
め
て
し
ま
う
と
す
べ
て
真
剣
に
や
っ

て
し
ま
う
タ
イ
プ
な
ん
で
す
ね
。で
は
本
日
の

お
話
の
結
び
に
、次
の
ス
テ
ー
ジ
に
向
か
う
糸

井
さ
ん
か
ら
、府
民
の
皆
さ
ん
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
頂
け
ま
す
か
。

サンガスタジアム by KYOCERA。京都サンガF.C.
のホームスタジアムで、国際試合も開催可能な府内
唯一の専用球技場

これからも「超人」であり続ける
という意志が込められた糸井さ
んの直筆サイン

し
ま
し
た
が
、行
か
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

糸
井
　ま
だ
な
の
で
行
っ
て
み
た
い
で
す
。亀
岡

市
に
で
き
た
こ
と
は
知
って
い
ま
す
よ
。

西
脇

　亀
岡
駅
前
に
あ
っ
て
、京
都
駅
か
ら

J
R
山
陰
本
線（
嵯
峨
野
線
）の
快
速
に
乗
れ

ば
約
20
分
で
亀
岡
駅
に
着
く
の
で
、京
都
駅
か
ら

だ
と
30
分
以
内
で
ス
タ
ジ
ア
ム
に
入
れ
ま
す
。観

客
席
と
ピ
ッ
チ
ま
で
の
距
離
は
近
く
て
最
短

で
7
･
5
ｍ
。高
低
差
は
1
･
2
m
し
か
な
い

の
で
選
手
の
息
づ
か
い
も
聞
こ
え
る
ほ
ど
で
す
。

糸
井
　そ
れ
は
迫
力
た
っ
ぷ
り
の
観
戦
を
楽
し

め
そ
う
で
す
ね
。競
技
者
を
終
え
た
今
、こ
れ
か

ら
い
ろ
ん
な
ス
ポ
ー
ツ
を「
み
る
」側
に
な
っ
て
、

興
奮
し
た
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、行
っ
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

西
脇

　次
に「
支
え
る
」ス
ポ
ー
ツ
で
す
が
、糸

井
さ
ん
は
日
本
車
い
す
ス
ポ
ー
ツ
振
興
協
会
を

支
援
す
る
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。

糸
井

　皆
さ
ん
車
い
す
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
と
い
う

競
技
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。僕
も
車
い
す
に

乗
っ
て
体
験
さ
せ
て
も
ら
っ
た
の
で
す
が
、と
て

糸
井 

嘉
男
さ
ん
に
聞
く

5
つ
の
質
問

Q
．座
右
の
銘
は
? 

A
．超
人
、向
上
心
、日
々
鍛
錬

Q
．子
ど
も
の
頃
の
夢
は
? 

A
．プ
ロ
野
球
選
手

Q
．府
内
で
お
気
に
入
り
の
場
所
は
? 

A
．故
郷
で
あ
る
天
橋
立

Q
．ス
ト
レ
ス
解
消
に
は
コ
レ
。 

A
．ド
ラ
イ
ブ
、睡
眠

Q
．好
き
な
食
べ
物
は
?

A
．肉
類（
タ
ン
パ
ク
質
）

触
れ
合
え
る
機
会
を
も
っ
と
増
や
し
て
い
け
る

よ
う
、取
り
組
む
の
で
、そ
の
時
は
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

も
難
し
く
て
奥
が
深
い
ん
で
す
。

西
脇
　糸
井
さ
ん
で
も
難
し
い
で
す
か
。

糸
井
　選
手
の
皆
さ
ん
は
ひ
と
こ
ぎ
が
速
く
て
。

そ
の
ス
ピ
ー
ド
感
の
中
で
み
ん
な
笑
顔
で
ボ
ー
ル

を
追
い
か
け
る
ん
で
す
。知
事
も
一
度
体
験
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

西
脇
　え
え
。ぜ
ひ
と
も
。障
害
を
持
つ
人
も
持

た
な
い
人
も
、同
じ
目
線
で
楽
し
め
る
パ
ラ
ス

ポ
ー
ツ
の
普
及
の
た
め
に
は
、糸
井
さ
ん
の
よ
う

な「
支
え
る
方
」が
も
っ
と
た
く
さ
ん
必
要
で
す
。

誰
も
が
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
め
る
環
境
づ
く
り
に
、

今
後
も
しっ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

誰
も
が
ス
ポ
ー
ツ
に

親
し
め
る
環
境
を
作
っ
て
い
く

夢
中
に
な
っ
て
競
い
合
う

そ
の
過
程
が
成
長

き
ょ
う
じ
ん

糸
井
　
恩
返
し
で
は
な
い
で
す
が
、今
後
は
地

元
や
京
都
に
も
っ
と
関
わ
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
し
、活
気
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
に
僕

の
力
が
役
立
て
ば
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

西
脇
　
こ
れ
ま
で
も
社
会
的
な
貢
献
を
さ
れ

て
い
ま
す
が
、ぜ
ひ
、京
都
や
地
元
の
た
め
に

関
わ
っ
て
い
た
だ
け
る
と
あ
り
が
た
い
で
す
。

今
後
の
超
人
伝
説
第
2
章
に
期
待
し
て
い
ま

す
。本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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文化財
登録

「
京
料
理
」が

国
の
登
録
無
形
文
化
財
に
登
録

府
CloseUp 京

都クローズアップ

　
京
都
が
１
２
０
０
年
の
歴
史
の
中
で
磨
き

上
げ
、受
け
継
い
で
き
た「
京
料
理
」が
、国
の

登
録
無
形
文
化
財
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　
登
録
無
形
文
化
財
と
は
、
重
要
無
形
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
な
い
文
化
財
の
う

ち
、
特
に
保
存
や
活
用
が
必
要
な
生
活
文

化
、
芸
能
、
工
芸
技
術
な
ど
が
対
象
に
な

り
ま
す
。
府
で
は
、
府
内
の
料
理
店
な
ど

延
べ
１
６
６
件
を
対
象
に
調
査
を
実
施
し
、

登
録
無
形
文
化
財
と
し
て
の
要
件
を
明
ら

か
に
す
る
取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
献
立
の
作
成
や
し
つ
ら
い
の
決

定
な
ど
を
行
う
主
人
と
、
接
遇
を
通
じ
て

文
化
的
意
味
を
提
供
す
る
女
将･

仲
居
、

伝
統
的
な
調
理
技
術
を
持
つ
料
理
人
が
三

位
一
体
と
な
っ
た
サ
ー
ビ
ス
の
持
つ
文
化
的

価
値
が
認
め
ら
れ
る
形
で
登
録
が
実
現
。今

後
、保
持
団
体
で
あ
る「
京
料
理
技
術
保
存

会
」を
中
心
に
、未
来
に
受
け
継
ぐ
べ
き
文
化

と
し
て
後
継
者
の
育
成
や
、情
報
発
信
に
力

を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

文化財
登録

「
経
ケ
岬
灯
台
」が

国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
へ

き
ょ
う
　
が
　
み
さ
き

　
明
治
31
年（
１
８
９
８
）に
建
て
ら
れ
た
京

丹
後
市
の「
経
ケ
岬
灯
台
」が
、新
た
に
国
の

重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。初
点
灯
か
ら
１
２
０
年
以
上
が
経
っ

た
今
も
現
役
で
海
の
安
全
を
守
り
な
が
ら
、

近
代
海
上
交
通
の
歴
史
を
伝
え
て
い
る
点

が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
白
く
塗
装
さ
れ
た
石
造
り
の
建
物
で
、高

さ
は
13・７
メ
ー
ト
ル
。国
内
5
カ
所
に
し
か

な
い「
第
一
等
レ
ン
ズ
」を
備
え
、レ
ン
ズ
の

高
さ
は
約
２・６
メ
ー
ト
ル
、重
さ
は
約
５
ト

ン
に
及
び
ま
す
。こ
の
レ
ン
ズ
が
20
秒
に
１
度

回
転
し
て
放
つ
光
は
、４１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
先
の

海
上
か
ら
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

重
厚
な
レ
ン
ズ
を
水
銀
の
入
っ
た
容
器
に
浮

か
べ
、な
め
ら
か
に
回
転
さ
せ
る
装
置
は
当
時

の
最
先
端
技
術
で
、現
在
も
ほ
ぼ
建
設
当
初

の
ま
ま
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
灯
台
に
隣
接
し
て
建
て
ら
れ
た「
旧
第
一

物
置
」な
ど
も
併
せ
て
指
定
を
受
け
、府
内

の
重
要
文
化
財（
国
宝
含
む
）の
数
は
３
０
０

件
７
０
１
棟（
全
国
最
多
）と
な
り
ま
す
。ま

た
、灯
台
が
指
定
さ
れ
る
の
は
、府
内
で
は

初
め
て
と
な
り
ま
す
。

表彰

「
京
都
府
あ
け
ぼ
の
賞
」
表
彰
式
を
開
催

　
昨
年
11
月
22
日「
第
34
回
K
Y
O
の
あ
け

ぼ
の
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル
２
０
２
２
」に
お
い
て
、

各
分
野
で
先
駆
的
に
活
躍
す
る
女
性
に
贈
る

「
京
都
府
あ
け
ぼ
の
賞
」の
表
彰
式
を
行
い

ま
し
た
。個
人
で
は
、ア
ー
テ
ィ
ス
テ
ィ
ッ

ク
ス
イ
ミ
ン
グ
選
手
の
乾 

友
紀
子
さ

ん
、み
ず
の
き
美
術
館
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
で

Social W
ork/A

rt C
onference

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
奥
山 

理
子
さ
ん
、舞
台

演
出
家・脚
本
家・作
詞
家
の
小
林 

香
さ
ん
、

金
工
作
家
の
髙
橋 

阿
子
さ
ん
、京
都
大
学

数
理
解
析
研
究
所
助
教
の
山
下 

真
由
子

京料理の担い手には、食材の目利きや
調理技術を極めることはもちろん、歴史
や文学、茶道、華道、さらには器や建築
に至るまで幅広い知識と、それに基づく
高い美意識が求められます文化財

指定

▲120年以上にわたって日本海沿岸の
航路の安全を守ってきた経ケ岬灯台

k文化財保護課  l075-414-5898 m075-414-5897

◀今回、灯台と共に指定
を受けた旧第一物置

▲約5トンの重さがある第
一等レンズが回転し、
遠くまで光を届けます

▲西脇知事と今年度の「京都府あけぼの賞」受賞者および意見聴取会議委員

▲小川さやか氏による
講演「チャンスの贈与
ｰタンザニア商人たち
の将来への備え方ｰ」

▲府内産の新鮮野菜やスイーツ、雑貨など
を販売するバザールも開催

◀バザールには府立海洋高等
学校の生徒たちも特別出店

季節や客の嗜好、利用目的な
どに応じたしつらいを施し、
一組一組にきめ細やかな
配慮でもてなす女将の
接遇も京料理の
大切な要素

　
今
回
の
登
録
無
形
文
化
財
へ
の
登
録
は
、あ
く
ま
で

出
発
点
。こ
れ
か
ら
さ
ら
に
上
を
目
指
し
て
い
か
ね
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。よ
り
芸
術
性
を
高
め
、お

も
て
な
し
の
レ
ベ
ル
を
上
げ
る
た
め
に
、若
い
担
い
手
た

ち
が
学
ぶ
場
も
必
要
で
す
。将
来
、人
間
国
宝
を
輩
出

で
き
る
ぐ
ら
い
、人
材
育
成
に
は
力
を
入
れ
て

い
き
た
い
。ま
た
、よ
り
多
く
の
人
に

京
料
理
の
楽
し
み
方
を

知
って
も
ら
う
機
会
も

設
け
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

こ
の
美
し
い
食
文
化
を
未
来
へつ
な
ぐ

栗
栖 

正
博 

氏

京
料
理
技
術
保
存
会

京
料
理 

た
ん
熊
北
店 

三
代
目
主
人

さ
ん
、グ
ル
ー
プ
で
は
要
約
筆
記
サ
ー
ク
ル

く
さ
ぶ
え
の
皆
さ
ん
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、ア
フ
リ
カ
研
究
で
知
ら
れ
る
文
化

人
類
学
者
の
小
川 

さ
や
か
氏（
立
命
館
大
学

大
学
院
教
授
）に
よ
る
講
演
や
、地
域
や
職
場

に
お
け
る
女
性
の
活
躍
に
関
す
る
参
加
型

ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
な
ど
も
開
催
し
、さ
ま
ざ
ま

な
角
度
か
ら
男
女
共
同
参
画
社
会
を
考
え

る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

お
か
み

※１２月８日時点の情報に基づいて掲載しています
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国
の
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録
無
形
文
化
財
に
登
録

府
CloseUp 京

都クローズアップ

　
京
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０
０
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の
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史
の
中
で
磨
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上
げ
、受
け
継
い
で
き
た「
京
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理
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、国
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登
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無
形
文
化
財
に
登
録
さ
れ
ま
し
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。

　
登
録
無
形
文
化
財
と
は
、
重
要
無
形
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
な
い
文
化
財
の
う

ち
、
特
に
保
存
や
活
用
が
必
要
な
生
活
文

化
、
芸
能
、
工
芸
技
術
な
ど
が
対
象
に
な

り
ま
す
。
府
で
は
、
府
内
の
料
理
店
な
ど

延
べ
１
６
６
件
を
対
象
に
調
査
を
実
施
し
、

登
録
無
形
文
化
財
と
し
て
の
要
件
を
明
ら

か
に
す
る
取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
献
立
の
作
成
や
し
つ
ら
い
の
決

定
な
ど
を
行
う
主
人
と
、
接
遇
を
通
じ
て

文
化
的
意
味
を
提
供
す
る
女
将･

仲
居
、

伝
統
的
な
調
理
技
術
を
持
つ
料
理
人
が
三

位
一
体
と
な
っ
た
サ
ー
ビ
ス
の
持
つ
文
化
的

価
値
が
認
め
ら
れ
る
形
で
登
録
が
実
現
。今

後
、保
持
団
体
で
あ
る「
京
料
理
技
術
保
存

会
」を
中
心
に
、未
来
に
受
け
継
ぐ
べ
き
文
化

と
し
て
後
継
者
の
育
成
や
、情
報
発
信
に
力

を
入
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て
い
き
ま
す
。
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「
経
ケ
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灯
台
」が

国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
へ

き
ょ
う
　
が
　
み
さ
き

　
明
治
31
年（
１
８
９
８
）に
建
て
ら
れ
た
京

丹
後
市
の「
経
ケ
岬
灯
台
」が
、新
た
に
国
の

重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。初
点
灯
か
ら
１
２
０
年
以
上
が
経
っ

た
今
も
現
役
で
海
の
安
全
を
守
り
な
が
ら
、

近
代
海
上
交
通
の
歴
史
を
伝
え
て
い
る
点

が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
白
く
塗
装
さ
れ
た
石
造
り
の
建
物
で
、高

さ
は
13・７
メ
ー
ト
ル
。国
内
5
カ
所
に
し
か

な
い「
第
一
等
レ
ン
ズ
」を
備
え
、レ
ン
ズ
の

高
さ
は
約
２・６
メ
ー
ト
ル
、重
さ
は
約
５
ト

ン
に
及
び
ま
す
。こ
の
レ
ン
ズ
が
20
秒
に
１
度

回
転
し
て
放
つ
光
は
、４１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
先
の

海
上
か
ら
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

重
厚
な
レ
ン
ズ
を
水
銀
の
入
っ
た
容
器
に
浮

か
べ
、な
め
ら
か
に
回
転
さ
せ
る
装
置
は
当
時

の
最
先
端
技
術
で
、現
在
も
ほ
ぼ
建
設
当
初

の
ま
ま
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
灯
台
に
隣
接
し
て
建
て
ら
れ
た「
旧
第
一

物
置
」な
ど
も
併
せ
て
指
定
を
受
け
、府
内

の
重
要
文
化
財（
国
宝
含
む
）の
数
は
３
０
０

件
７
０
１
棟（
全
国
最
多
）と
な
り
ま
す
。ま

た
、灯
台
が
指
定
さ
れ
る
の
は
、府
内
で
は

初
め
て
と
な
り
ま
す
。

表彰

「
京
都
府
あ
け
ぼ
の
賞
」
表
彰
式
を
開
催

　
昨
年
11
月
22
日「
第
34
回
K
Y
O
の
あ
け

ぼ
の
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル
２
０
２
２
」に
お
い
て
、

各
分
野
で
先
駆
的
に
活
躍
す
る
女
性
に
贈
る

「
京
都
府
あ
け
ぼ
の
賞
」の
表
彰
式
を
行
い

ま
し
た
。個
人
で
は
、ア
ー
テ
ィ
ス
テ
ィ
ッ

ク
ス
イ
ミ
ン
グ
選
手
の
乾 

友
紀
子
さ

ん
、み
ず
の
き
美
術
館
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
で

Social W
ork/A

rt C
onference

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
奥
山 

理
子
さ
ん
、舞
台

演
出
家・脚
本
家・作
詞
家
の
小
林 

香
さ
ん
、

金
工
作
家
の
髙
橋 

阿
子
さ
ん
、京
都
大
学

数
理
解
析
研
究
所
助
教
の
山
下 

真
由
子

京料理の担い手には、食材の目利きや
調理技術を極めることはもちろん、歴史
や文学、茶道、華道、さらには器や建築
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高い美意識が求められます文化財

指定

▲120年以上にわたって日本海沿岸の
航路の安全を守ってきた経ケ岬灯台

k文化財保護課  l075-414-5898 m075-414-5897

◀今回、灯台と共に指定
を受けた旧第一物置

▲約5トンの重さがある第
一等レンズが回転し、
遠くまで光を届けます

▲西脇知事と今年度の「京都府あけぼの賞」受賞者および意見聴取会議委員
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配慮でもてなす女将の
接遇も京料理の
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今
回
の
登
録
無
形
文
化
財
へ
の
登
録
は
、あ
く
ま
で

出
発
点
。こ
れ
か
ら
さ
ら
に
上
を
目
指
し
て
い
か
ね
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。よ
り
芸
術
性
を
高
め
、お

も
て
な
し
の
レ
ベ
ル
を
上
げ
る
た
め
に
、若
い
担
い
手
た

ち
が
学
ぶ
場
も
必
要
で
す
。将
来
、人
間
国
宝
を
輩
出

で
き
る
ぐ
ら
い
、人
材
育
成
に
は
力
を
入
れ
て

い
き
た
い
。ま
た
、よ
り
多
く
の
人
に

京
料
理
の
楽
し
み
方
を

知
って
も
ら
う
機
会
も

設
け
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

こ
の
美
し
い
食
文
化
を
未
来
へつ
な
ぐ

栗
栖 

正
博 

氏

京
料
理
技
術
保
存
会

京
料
理 

た
ん
熊
北
店 

三
代
目
主
人

さ
ん
、グ
ル
ー
プ
で
は
要
約
筆
記
サ
ー
ク
ル

く
さ
ぶ
え
の
皆
さ
ん
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、ア
フ
リ
カ
研
究
で
知
ら
れ
る
文
化

人
類
学
者
の
小
川 

さ
や
か
氏（
立
命
館
大
学

大
学
院
教
授
）に
よ
る
講
演
や
、地
域
や
職
場

に
お
け
る
女
性
の
活
躍
に
関
す
る
参
加
型

ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
な
ど
も
開
催
し
、さ
ま
ざ
ま

な
角
度
か
ら
男
女
共
同
参
画
社
会
を
考
え

る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

お
か
み

※１２月８日時点の情報に基づいて掲載しています
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k 文化政策室 文化庁移転係　l 075-414-5140　m 075-414-4223

世界の文化首都・京都を目指して
随時掲載

文
化
庁
の
移
転
先
と
な
る
建
物
が
完
成
し
た

京
都
府
庁
界
隈
に
は
、
文
化
や
芸
術
を
楽
し
め
る

場
所
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ

散
策
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

こちらを
チェック！

公開日 火曜日から金曜日
 第1・第3・第5土曜日　※祝日・年末年始を除く
時   間 10時～17時
料   金 無料
●10名以上での見学については事前予約が必要です
　k  府有資産活用課
　l  075-414-5432　m  075-414-5450
　n  huyushisan@pref.kyoto.lg.jp

府庁旧本
館の

見学情報
です～

原

トークを終えて…
いけばなは、京都に息づく生活文化の
代表格の一つといえるものですが、さ
らに発展を遂げていくためには、子ども
たちが体験する機会の創出や、花材
の生産環境を守ることなど、トータルな

視点が重要だと改めて感じ
ました。文化庁移転を機に
皆さまの活躍の場が増え
ることを期待しています。

昨
年
11
月
5
日
、い
け
ば
な
の
振
興
と
若
手

華
道
家
の
育
成
を
目
的
に
開
催
さ
れ
た「
京
都

新
世
代
い
け
ば
な
展
2
0
2
2
」を
、ま
た
同

月
11
日
に
は「
西
陣
」の
地
名
の
由
来
で
あ
る

応
仁
の
乱
か
ら
５
５
５
年
目
の
節
目
を
迎
え
た

こ
と
を
記
念
し
て
開
催
さ
れ
た
「
西
陣

C
R
O
S
S
　
W
e
e
k 

２
０
２
２
」を
西
脇

知
事
が
視
察
。い
け
ば
な
と
西
陣
織
と
い
う
、

京
都
が
誇
る
2
つ
の
伝
統
文
化
の
現
在
形
を

体
感
す
る
と
と
も
に
、そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
次

世
代
を
担
う
皆
さ
ん
と「
行
き
活
き
ト
ー
ク
」

を
開
催
し
、意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

■ コロナ禍の外出自粛で、住空間に花が一輪あるだけで気持ちが
潤うことを感じる人が増えている。ただ、なかなか「いけばなを
習ってみよう」に結び付かないのが課題

■ オモトやヒオウギなど、いけばなに欠かせない花材の生産者が
減ってきている。花材の生産地と、花をいける環境、見る環境…そ
の間をつなげていくのも華道家の役割だと思う

■ 今回のように若者の目に触れやすい場所でいけばな展を開くこ
とで、親しみを持ってもらえれば。いけばなを通じて、命の大切さ
や、花の生命力を感じる力を育みたい

■ いけばなは陶芸や漆芸、竹細工など多様な分野とタッグを組んで
成り立つ文化。作品を通じて幅広い文化の魅力を伝えていきたい

現場
訪問

い
け
ば
な
と
西
陣
織
の
各
分
野
で

次
世
代
を
担
う
皆
さ
ん
と

京
都
市
内
で「
行
き
活
き
ト
ー
ク
」

※感染症対策を講じた上で開催しました

府
CloseUp 京

都クローズアップ

k広報課　l075-414-4071　m075-414-4075

京都新世代いけばな展
2022（中京区）

トークを終えて…
古来受け継がれた技の世界を拝見し、西陣織の技
術の高さを改めて感じただけでなく、今回の取り組み

が新たな連携を生み出し、地域ブランド力の
向上につながっているのを感じました。その
上で、西陣はすごい産地なんだと世界に向
け発信していきたいと考えています。

立誠ガーデン ヒューリック京都で行われ
た新世代いけばな展で、屋内と屋外の異
なる空間に展示されたいけばなを鑑賞

西陣織会館で開催された同展では、平安時代から明治時代初期まで
使われた空引機（そらひきばた）の復元や、絢爛豪華な金襴展を鑑賞

西陣CROSS Week
2022（上京区）

■ 界隈のギャラリーやお店の協力を得て「西陣CROSS MAP」を作
成。地域と一体になって取り組んだ経験が今後につながれば　

■ これまで他業界と西陣織との接点が少なかった状況に、人と人と
のご縁から変化をもたらしたい思いからマルシェを実施　

■ 西陣織は貴重な技が集積していて、機道具が一つでも途絶えたら
織れなくなる。機道具の一つの「杼（ひ）」を3Dモデリングで再現す
るなどの試みで、技を未来へつないでいきたい

■ 昔とは違い、西陣織職人同士が知恵を出し合いながら日々精進を
重ねている。百年後に自分の織ったものが残るような仕事がしたい

■ 西陣織は人々に感動を与える仕事だと自負している。その魅力を
発信していくためには、非常に高度な技術を持つ織物職人たちが
誇りを持ってものづくりを続けていくことが必要

参加者
の声

参加者
の声
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京都府警察本部広報応接課  b〒602-8550 京都市上京区下長者町通新町西入　l075-451-9111㈹

府　警
あんぜん広場

千年を守る  未来を創る京都府警察
スローガン

府警公式
ホームページ

府警公式
Facebook

府警公式
YouTube

令和5年1月 第174号

第68回警察美術展
警察職員とその家族などの作品を展示します。

【南会場】 
a  1月11日㈬～15日㈰　10時～17時
b  京都市京セラ美術館別館（左京区）

【北会場】
a  2月9日㈭～12日㈰　10時30分～17時
b  バザールタウン綾部アスパ館2階
　 アスパアカデミー（綾部市）

警察行政手続サイトへの
手続追加について
1月4日から警察庁警察行政手続サイト
で申請できる対象手続きが追加されま
す。詳細は府警HPをご覧ください。

京都府警察年頭視閲式
a  1月21日㈯　10時～11時30分
　　（小雨、降雪決行）
b  岡崎公園 平安神宮前（左京区）
交通規制にご協力ください。

府警INFORMATION

府
民
の
皆
さ
ま
、

あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

旧
年
中
は
、警
察
業
務
の
各
般
に
わ
た
り
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

京
都
府
警
察
で
は
、本
年
、総
力
を
挙
げ
て

重
点
的
に
取
り
組
む
べ
き
業
務
方
針
と
し
て

「
京
都
平
安
策
２
０
２
３
」を
策
定
い
た
し
ま
し
た
。

府
民
の
安
全
・
安
心
を
脅
か
す
さ
ま
ざ
ま
な
重
要
課
題
に

敢
然
と
立
ち
向
か
い
、府
民
の
皆
さ
ま
に

「
安
全
・
安
心
な
ま
ち
京
都
」を
よ
り
一
層
実
感
い
た
だ
け
る
よ
う
、

各
種
取
り
組
み
を
積
極
的
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

本
年
も
引
き
続
き
、警
察
に
対
す
る
ご
支
援
を

賜
り
ま
す
よ
う
、お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
一
年
の
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を

心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

京都府警察本部長
筒井　洋樹

平安神宮

岡崎公園
グラウンド

京都市京セラ
美術館本館交番

会 

場
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力強く頼りがいのある警察

❖ サイバー空間における脅威への
対処能力の強化

❖ 犯罪から府民を守るための
取組の推進

❖ 子供・女性・高齢者等の安全確保と
犯罪被害者支援の強化

❖ 安全で快適な交通社会の実現
❖ 重要凶悪事件の徹底検挙と
組織犯罪の摘発強化

❖ 緊急事態等への的確な対処
❖ 社会情勢の変化に対応するための
組織づくり

京都平安策２０２３

推進重点

第501号 12



●	休業日については各施設へお問い合わせください。
●	特に記載がない場合は無料、当日受付。イベント定員は先着順。
●	詳しい内容などはタイトルで検索し、Webをご確認ください。
※�新型コロナウイルスの影響により、イベントなどは変更・延期・中止となる
場合があります

暮らしガイド
KYOTO Informat ion

●	 府庁への郵便物は 「〒602-8570 京都府◯課（室）」で届きます。
●	 Web申し込みが必要で特に記載がないものは府ホームページへ。
 	 ohttp://www.pref.kyoto.jp/koho/dayori

●	 府庁への郵便物は 「〒602-8570 京都府◯課（室）」で届きます。
●	 Web申し込みが必要で特に記載がないものは府ホームページへ。
 	 ohttp://www.pref.kyoto.jp/koho/dayori

a日時  b場所  d定員  e対象者  f料金  g受付  i保育ルーム  j手話通訳  k問い合わせ先凡例

［ 	 ］おしらせ［ 	 ］試験・就職支援

府営住宅入居者募集
2月募集については、郵送およびWebで受
け付けます。Web申請の詳細に
ついては二次元コードをご覧ください。
①京都、乙訓・南丹地域	
g郵送・Web（1月31日〜2月10日、郵送
の場合必着）
k府指定管理者㈱東急コミュニティー
京都府営住宅管理センター
〒600-8108 下京区五条通新町西入ル
西錺屋町18 トミタビル7階

l075-354-1090  
m075-354-1092	

②山城、中丹・丹後地域
g郵送・Web（1月31日〜2月10日、郵送
の場合必着）
k府住宅供給公社
〒602-8054 上京区出水通油小路東入ル
丁字風呂町104-2 京都府庁西別館2階

l075-432-2018  m075-432-2049

はたちの献血キャンペーン
少子高齢化などにより献血できる方が減少
しています。新成人の皆さんも、この機会
に献血へのご協力をお願いします。
k京都府赤十字血液センター
l075-603-8800  m075-603-8808

献血ルーム四条　　 0120-640-388
献血ルーム京都駅前 0120-569-356
献血ルーム伏見大手筋 0120-731-350

インボイス発行事業者の
登録申請はお早めに

インボイス（適格請求書）を発行するためには、
原則、令和5年3月31日までにインボイス発
行事業者の登録申請が必要です。
k軽減・インボイスコールセンター
　（国税庁）
0120-205-553
（9時〜17時、土日祝を除く）

チャットボットはこちらから▶

京都陶芸大学校（陶工高等技術専門校）
やきもの成形科（応用・基礎）
絵付デザイン科
①入校説明会
説明会、学校見学を行います。
a1月6日㈮10時〜12時
gTEL・FAX・N（〜1月5日）
ntokgs-k＠pref.kyoto.lg.jp

②令和5年度 4月入校生 二次募集（選考試験）
学科・実技・面接にて選考。
a2月4日㈯d各科・コース5人程度
f入校選考料2,200円g願書などを持
参・郵送（簡易書留）（1月5日〜26日必着）

①②▶
kb同校
〒605-0924 東山区今熊野阿弥陀ケ峰町17-2

l075-561-2943  m075-561-3429

京都高等技術専門校
システム設計科、メカトロニクス科、
機械加工システム科、住建築・リフォー
ム科、プロダクトマネージメント科
①オープンキャンパス
施設および訓練実施風景見学、各科の説明など。
a1月13日㈮14時〜16時d各科10人
e令和5年度入校を希望され
る方、保護者など
gWeb（〜1月11日）	

②令和5年度 
　4月入校生二次募集（選考試験）
学科、面接にて選考。
a2月4日㈯d各科5〜10人程度
f入校選考料2,200円（プロダクトマネー
ジメント科は不要）g願書などを郵送（簡
易書留）（1月5日〜26日必着）。ただし、
新規学卒者以外の方は、住所地管轄の
ハローワークで相談・手続きが必要

①②▶
kb同校
〒612-8416 伏見区竹田流池町121-3

l075-642-4451  

福知山高等技術専門校
●令和5年度 

4月入校生二次募集（選考試験）
①自動車整備科
②ものづくり基礎科
学科、面接にて選考。
a2月4日㈯d①②10人程度
f①のみ選考料2,200円
g願書などを持参・郵送（簡易書留）（1月
5日〜26日必着）

③総合実務科
④キャリア・プログラム科
③は実技試験、面接、④は学科、実技試
験、面接にて選考。
a2月4日㈯d③10人程度④5人程度
g願書などを住所地管轄の職業安定所
に提出（1月5日〜26日）

①〜④▶
kb同校
〒620-0813 福知山市南平野町90

l0773-27-6212  m0773-27-6213

京都障害者高等技術専門校
●令和5年度 
　4月入校生二次募集（選考試験）
①ＩＴシステムサポート科、ものづくり
サポート科、インテリアＣＡＤサポート科
学科、面接にて選考。
a2月21日㈫d各科5人程度e精神・
発達・身体障害者の方

②総合実務科③生産実務科
学科、適性検査、面接にて選考。
a2月28日㈫d②10人程度③7人程度
e知的障害者の方

①〜③▶
g願書などを住所地管轄の職業安定所
に提出（1月6日〜2月6日）
kb同校（伏見区）
l075-642-1510  m075-642-1520

府立農業大学校
●令和5年度 学生募集（後期試験）
収益性の高い京野菜や宇治茶の生産と経
営を学び、農業に従事する意欲のある学生
を募集。
a2月17日㈮d20人
e学校教育法に規定する高等学校もし
くは中等教育学校の卒業者（令和4年度
卒業見込み含む）、またはこれらの方と
同等以上の学力がある方で、令和5年4
月1日時点で40歳未満の方
f入学考査料2,200円
g願書などを持参・郵送（簡易書留）（1月
20日〜2月1日消印有効）
kb同校
〒623-0221 綾部市位田町桧前30

l0773-48-0321  m0773-48-0322

令和5年（2023年）1月13



※�新型コロナウイルスの影響により、イベントなどは変更・延期・中止となる場合があります

■ Kyoto Smile Message
　（木）10時45分ごろ～
　（「Kyoto Child Smile」内）
■ Meets the Kyoto
　（月）〜（金）17時台

エフエム
京都

府ホームページ

▲日本語 ▲English

■ 京都トークRUN（火）12時〜
　（「ま～ぶる！火曜日 
　  桂二葉と梶原誠のご陽気に」内）
■ きょうと ほっと情報　 
　（月）〜（金） 各3回／（土）・（日） 各1回

KBS
京都ラジオ

KBS
京都テレビ

特派員による府政レポー
トや知事を交えたトーク
などを通じて京都府の
温もりと驚きを伝えます

■ あったか京都！ 第４（月）19時30分～

a日時  b場所  d定員  e対象者  f料金  g受付  i保育ルーム  j手話通訳  k問い合わせ先凡例 有料駐車場   無料駐車場

［ 	 ］試験・就職支援
のつづき

［ 	 ］イベント

京都府漁業者育成校「海の民学舎」
第9期生募集（第2回選考試験）

漁師の担い手を育成する「海の民学舎」の
研修生を募集。
a2月16日㈭b宮津総合庁舎d10人
eおおむね40歳未満で、研修後、府内
に定住して漁業に従事される方
g願書などを持参・郵送（簡易書留）（〜
2月3日消印有効）
k府水産事務所 企画・海の民学舎係
〒626-0052 宮津市小田宿野1029-3

l0772-25-3030  m0772-22-3289

京都ジョブ博
「海の京都 宮津就職フェア2023冬」
一般求職者、UIJターン希望者、2023年3
月以降大学など卒業予定者を対象とした、
対面、オンラインのハイブリッド形式による
合同企業説明会を開催します。
a2月17日㈮13時～15時
b宮津市民体育館
k北京都ジョブパーク
l0773-22-3815  m0773-22-3816

ここまるふくし合同就職説明会
「きょうと福祉人材育成認証制度」で認証を
受けた福祉事業所約20法人が出展します。
希望者には求職活動証明書を発行します。
a1月28日㈯13時30分〜16時
b京都テルサ（南区）d60人
gTEL・Web（〜1月27日）
k京都ジョブパーク 福祉人材コーナー
l075-682-8915  
m075-682-4189	

春から働く！京の就活応援フェア
高校・大学などの今年度卒業予定者および
卒後３年以内の若年者を対象とした、4月入
社ができる京都企業30社による合同企業
説明会・面接会。
a2月4日㈯10時30分〜13時30分
bオンライン、京都産業会館（下京区）
gWeb（〜2月4日）
k京都ジョブパーク
l075-682-8915
m075-682-4189	

福祉のお仕事相談会
福祉職に興味のある方を対象に、福祉施設の
概要や仕事内容の質問、希望の働き方の相
談など、事業所の方と話ができるイベントです。
a2月17日㈮14時30分〜16時30分
bハートピア京都（中京区）
k京都府福祉人材・研修センター
l075-252-6297  m075-252-6312

恭
く に き ゅ う

仁宮フォーラム
2月4日㈯

幻の都「恭仁宮」の特別史跡昇格を目指
し、恭仁宮研究の有識者や直木賞作家
澤田瞳子氏を迎えての学術フォーラムを開催。
２月18、19日には、体験イベントもあります。
a10時〜16時
b国立京都国際会館（左京区）d500人
gWeb（～１月30日）
k文化財保護課
l075-414-5903	

きょうと食の安心・安全フォーラム
2月7日㈫

府内食品事業者による食の安心・安全に関す
る取り組みの紹介と、参加者との意見交換。
食品のプレゼント企画あり。
a14時～15時30分
b京都経済センター（下京区）、オンライン
d会場30人、オンライン100人
g会場参加：TEL・FAX・N（～1月31日）、
オンライン参加：Web（～1月31日）
k府民総合案内・相談センター
l075-411-5000  
m075-411-5001	
n411-5000@pref.kyoto.lg.jp

Stage Everywhere
京都府ゆかりのアーティストによるパフォーマンス、
さまざまなアート作品の展示・販売、伝統芸能
をはじめ参加型の文化体験ワークショップなど。

2月18日㈯
●南丹会場
a10時～17時bガレリアかめおか

2月23日（木・祝）
●京都市会場
a13時～18時30分b京都コンサート
ホール（左京区）

2月26日㈰
●山城会場
a11時～17時b長岡京市役所旧庁舎

k文化芸術発信強化実行委員会事務局
(文化政策室内)

l075-414-5140  m075-414-4223

美味研鑽
さん

 京の食文化
ブランド京野菜 冬の料理フェア
1月21日㈯〜2月19日㈰

料理店が考案したブランド京野菜の特別メ
ニューが期間限定で味わえます。また、京野
菜の歴史文化や機能性を知り、京の食文化
を学ぶことができます。詳細はWebへ。
k同運営事務局
l080-8541-1232  
m075-255-7621	

ヘルス博2022
1月23日㈪

木村祐一氏と西脇知事とのオープニングトー
クショー、はんにゃ川島ofレジェンド氏による
特別講演、健康・予防サービスを提供する企
業のブース展示、府民向け健康づくりコーナー
など。
a10時〜16時b京都産業会館ホール
（下京区）、オンライン
k同運営事務局
l080-1050-8438	
nhealthhaku@ml.screen-cre.co.jp

消費者問題学習会
1月29日㈰

ネット教育アナリスト 尾花紀子氏による講演
「デジタルが苦手でも大丈夫、スマホ･ネッ
ト活用講座」。
a14時〜16時bウィングス京都（中京区）
d会場50人、オンライン50人
gFAX・N・Web（1月4日～23日）
k京都市消費生活総合センター
l075-366-2250  
m075-366-2259	

▼消費者問題学習会
https://kyoto-soudan.jp/

nsoudan@city.kyoto.lg.jp
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府広報課Twitter 府広報課FacebookKYOTO SIDE

専属フォトライ
ターが印象的な
写真と記事で京
都の魅力を発信

府公式YouTubeチャンネル京都府公式LINEアカウント

各会場で対応
しているもの  車いす貸出   車いす対応エレベーター   オストメイト対応トイレ   おむつ替えシート   授乳室

ふるさとミュージアム
丹後（宮津市）★

0772-27-0230

府立植物園
（左京区）★

075-701-0141

堂本印象美術館
（北区）★

075-463-0007

島津アリーナ
京都（北区）
l075-462-9191

京都文化博物館
（中京区）★

075-222-0888

城陽五里五里の丘
（城陽市）

0774-66-6022

施設名 1月 2月上旬

★印の文化施設は「きょうと子育て応援パスポート」協賛施設です。まもっぷ

文化・スポーツ施設の主なイベント情報
※	文化・スポーツ施設については、掲載していない内容もあります。詳細は各施設ホームページへ
※ 新型コロナウイルスの影響により、イベントなどは変更・延期・中止となる場合があります

ZOOM 
UP

福知山公立大学 小山元孝教授
（NPO法人TEAM旦波）による
講演「消えない村－京丹後の
離村集落とその後－」d30人

新春を彩る寄せ植え
ハンギングバスケットコンテスト展
1/15㈰〜2/5㈰

企画展「サンパチ－豪雪と山村の暮らしをめぐる60年－」
～4/9㈰

コレクション展
「音のハーモニー
 ―印象が奏でる風景―」

～3/26㈰

新春！凧揚げの日
◦1/15㈰
a10時〜14時30分

Kyoto Art for Tomorrow 2023 
―京都府新鋭選抜展―

1/21㈯〜2/5㈰

シニアスポーツデー
◦1/8㈰a10時〜11時30分

文化財講座
◦1/28㈯
a13時30分〜15時

信仰の美―筆に託した祈りの世界―
〜2/5㈰

ZOOM UP

神仏に対する人 の々信仰は、時として目に見える美しさを伴い
ます。平安時代より伝わった信仰にまつわる作品を紹介する
ことで、祈りの世界に迫ります。
a〜2/5㈰ 
f一般500円ほか

京都文化博物館
「信仰の美―筆に託した祈りの世界―」

如意輪観音像
京都府蔵（京都文化博物館管理）

池大雅美術館コレクション

堂本印象「交響」 1961年（昭和36年）
第４回新日展 京都府立堂本印象美術館蔵

障害者スポーツのつどい
◦1/8㈰a14時〜16時

京都商店街創生フォーラム2023
2月18日㈯

ゲストトーク、商店街での取り組みなどのプレゼン
テーション、商店街のこれからを考える交流会など。
a13時〜17時b京都経済センター（下京区）
d100人gTEL・FAX・N・Web（〜2月14日）
k府民総合案内・相談センター
l075-411-5000  
m075-411-5001	
n411-5000@pref.kyoto.lg.jp

Kyoto Art for Tomorrow 2023 
―京都府新鋭選抜展―
1月21日㈯～2月5日㈰

京都を拠点に活動する新進の若手作家40
名の作品展示のほか、藤井俊治氏のインス
タレーションを別館ホールで特別展示。会期
中にトークイベントあり。
a10時～18時b京都文化博物館（中京
区）f500円ほか
k文化芸術課
l075-414-4222  m075-414-4223

ひとり親家庭を励ます
知事と新入学児童等のつどい
3月5日㈰

ひとり親家庭の新入学児童を知事が直接
お祝いします。
a10時30分〜14時30分bルビノ京都
堀川（上京区）d75組170人
gTEL・Web・郵送（〜1月31日消印有効）
k①（母子）府母子寡婦福祉連合会

②（父子）府民生児童委員協議会
〒604-0874 中京区竹屋町通烏丸東入ル
清水町375
l①075-223-1360 

②075-256-7083	
m①075-950-1503 ②075-256-7084

北方領土の日（2月7日）に合わせて返還に
向けた機運を醸成するため講演などを開催。
a2月11日（土・祝）13時〜15時30分
bホテルルビノ京都堀川（上京区）d150人
k北方領土返還要求京都府民会議（広報課内）
l075-414-4071  m075-414-4075

第１７回「北方領土と私たち」作文コンクール表彰式

北方領土返還要求
第４１回京都府民大会前
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京都府広報課  l０７５-４１４-4074 m０７５-４１４-４０７５ nkoho@pref.kyoto.lg.jp

【配布】 

【発行】 

舞鶴市：（公社）舞鶴市SC l0773-64-3233　　
亀岡市：（公社）亀岡市SC l0771-24-7423　　
長岡京市： （有）フィード・インフォメーションl075-275-4441
久御山町：（公社）久御山町SC l075-633-5500
宇治田原町：宇治田原町SC l0774-88-4333
木津川市：（公社）木津川市SC l0774-72-6690

綾部市：（公社）綾部市SC l0773-42-9030
向日市：（公社）向日市SC l075-932-3987
宇治市：読売中央販売（株）l06-6315-5751
城陽市：（公社）城陽市SC l0774-52-9486
精華町：（公社）精華町SC l0774-98-0510

福知山市：（公社）福知山市SC l0773-23-7677
 京都市：（株）日本情報サービス l075-644-9573

大山崎町：（公社）大山崎町SC l075-956-7561
八幡市：（公社）八幡市SC l075-983-0822
京田辺市：（公社）京田辺市SC l0774-64-8822
その他：（株）京都新聞折込サービスセンターl075-257-3100

京都府の人口 2,550,066人 （男 ：1,217,217人　女 ：1,332,849人）　　世帯数  1,206,274世帯   （令和4年11月1日現在） 

賞品に野菜などは
含まれません

1月15日(日)消印有効締め切り

応募フォーム  府のHPからアクセスしてください
携帯・スマホからの応募はこちらから

はがき・メール  下記の7項目を記入し、ご応募ください
① クロスワードの答え　② 郵便番号　③ 住所　④ 氏名　⑤ 年齢
⑥ 電話番号　⑦ 今月号をきっかけに行動した・しようと思っていること
〒602-8570 府広報課「クイズ」係 ※宛先住所は不要です

京都肉 （520g）
豊かな自然の中で育て上げた京都肉。赤身でやわらかいモモ肉を、しゃぶ
しゃぶ用に仕上げました。味わい深い京都肉のうま味をお楽しみください。

 クロスワードクイズを解き、
答えを完成させてください

nkoho@pref.kyoto.lg.jp

正解者の
中から抽選で

15人
1月のプレゼント

応募方法

※記入漏れ・判読不明などがある場合は無効となりますのでご注意ください
※個人情報は賞品の発送のみに使用します
　（府から住所などを問い合わせることはありません）
※当選者の発表は、賞品の発送をもって代えさせていただきます
※頂いたコメントを匿名で掲載させていただく場合があります
※先月号の答えは「500」。11月号の応募総数は4,892通でした

【ヨコのカギ】
① 春の七草「すずな」って何のこと？
③京都丹後鉄道のカフェ列車の名前は
 「丹後○○まつ号」
⑤テレビのチャンネルを頻繁に変えること
⑥ 1センチの10分の1は1○○
⑦ 将棋の駒のうち、一つ間を隔てた
斜め前方の左右へ飛ぶもの

⑨ 枯山水の石庭で有名な○○○○○寺
【タテのカギ】
① 屋根の上に取り付けられ風向きが分かります
②理科の分野の一つ
③特に野球の審判をこう呼びます
④ベッド、タンス、テーブルなど
⑦ めったにないこと、珍しいこと
⑧一、十、百、千に続きます

①

⑧

⑨

⑤

⑥

④③②

A C

B

E

D

⑦

答え
A B C D Ｅ に登録！

京料理が
国の登録無形

「

」




